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奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

人　口／ 2,744 人
　男　／ 1,280 人　女　／ 1,464 人　世帯数／ 1,594 戸

令和8年3月31日現在

　 新しく赴任された方々のご紹介
　 町のニュース
　 国際交流員

　 議会だより　VOL.201
　 お知らせ
　 ヘルスメイト ほか

入学おめでとうございます！！入学おめでとうございます！！入学おめでとうございます！！

奈半利
小学校

奈半利
中学校



作道　叶侑（教諭）
　はじめまして。このたび初任者と
して採用いただきました。作道叶侑
と申します。奈半利小学校の子ども
たちと会えるのを楽しみにしていま
した。奈半利は初めてで分からない
ことも多いですが、子どもたちと一
緒に成長していきます。よろしくお願
いいたします。奈半利町のこともた
くさん知っていきたいです。よろしく
お願いします。

小原　由乃（主事）
　はじめまして。このたび事務職員
として採用され奈半利小学校に赴
任しました。小原由乃です。
　事務職員として初めての仕事を
奈半利小学校でスタートできること
をうれしく思います。元気な奈半利
の子どもたちと一緒に私自身も成
長していきたいです。学校運営を円
滑に進められるよう一生懸命頑張
ります。よろしくお願いします。

下村　卓徳（用務）
　はじめまして。このたび用務員に
任命されました下村卓徳と申しま
す。子どもに直接指導することはあ
りませんが、子どもたちといっしょに
元気に頑張りたいと思いますので
よろしくお願いします。

岡田　翼（教諭）
　このたびの異動で、室戸
市立室戸小学校から赴任し
てきました岡田翼です。
　海、山、川といった自然豊
かな奈半利町で勤務できる
ことをうれしく思っておりま
す。元気で明るい奈半利の
子どもたちと一緒に学び、と
もに成長していけるように努
めます。また、奈半利町のよさ
や魅力についても見つけて
いきたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いします。

島﨑　雅子（教頭）
　このたびの異動で、東洋町立甲浦小学校より赴任してまいりました教頭
の島﨑雅子です。
　奈半利小学校は、2度目の赴任ということでまたまたお世話になります。
　先日の始業式での児童の校歌を聴きながら、目頭が熱くなりました。あ
の頃の凛 と々した元気さは、ずっと受け継がれてきたんだなと感動してしま
いました。子どもたち一人ひとりの良さと奈半利町の地域の素晴らしさに触れられることを
楽しみにしております。
　ご指導・ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

金堂　夏子（養護教諭）
　このたび、奈半利小学校
の養護教諭として赴任いたし
ました、金堂夏子です。私は、
子どもたちが心身ともに健や
かに成長できるよう、全力で
サポートしたいと考えていま
す。保健室は、けがや病気を
治す場所というだけでなく、
子どもたちがほっと一息つけ
たり、小さな悩みも気軽に話
せたりするような、温かい場
所にしていきたいです。精い
っぱい頑張りますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

前田　久尚
　この春から「こども園なはり」でお世話になっています前田久尚と申
します。０歳から５歳までの子どもたちの健やかな成長のために、これま
での小学校・中学校での教員としての経験を生かし、先生方と力を合
わせて頑張ります。どうかご支援・ご協力よろしくお願いいたします。

近藤　昭彦（総務課）
　はじめまして！
　この４月に採用されて、総務課にお世話になっております近藤昭彦と
申します。
　前職は他自治体で勤務しておりましたが、このたびご縁をいただきま
して「債権徴収業務」を担当させてもらうこととなりました。
　業務遂行に当たっては、実態を確認整理しながら法制度に即した公正、適正かつ早期
の処理執行に努めてまいります。
　皆様方には、何とぞご協力いただきますようお願いいたします。

川口　真奈
　はじめまして。認定こども園で事務補助を担当しております。
　子どもたちと温かく関わりながら、安心して過ごせる環境づく
りを支えられるよう努力してまいります。よろしくお願いいたしま
す。

任
挨
新

ご 拶

よろしくお願いいたします

小松　昌司（校長）
　このたび、縁あって奈半利中学校に新任校長として赴任いたしまし
た、小松昌司と申します。生徒一人ひとりが「自律」して動き、「尊重」し
合う、子どもが主役の笑顔の絶えない学校づくりに努めてまいります。
至らぬ点も多々あると思いますがどうか本校の教育活動にご理解とご
協力をよろしくお願いします。

濱本　智子（教頭）
　津野町立葉山中学校より着任いたしました。教頭の濱本智子と申します。歴史ある街
並みと豊かな自然に囲まれた奈半利町で勤務できることを大変うれしく思っております。
生徒たちが「学校が楽しい」と思えるよう安心・安全な環境づくりに努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

髙松　優（教諭）
　４月から、新規採用となり
奈半利中学校に着任いたし
ました、教諭の髙松優と申し
ます。分からないことだらけ
ですが、先生方のお力をお
借りして精いっぱい頑張って
いきます。生徒たちが「分か
る授業」を目指して頑張りま
す。よろしくお願いいたしま
す。

伊賀原　晃佑（講師）
　４月より奈半利中学校で勤
務することになりました、講師
の伊賀原晃佑と申します。奈
半利町での勤務は初めてです
ので、奈半利の文化や自然に
触れ学び、その中で生徒たち
と楽しく学校生活を送りたいと
思っています。１年間よろしくお
願いします。

坂吉　望（主査）
　高知市立潮江中学校から
転入してきました、事務職員の
坂吉望と申します。生徒の皆
さんが、楽しい学校生活を送
れるよう、尽力してまいりたい
と思っています。至らないとこ
ろもありますが、どうぞよろしく
お願いいたします。

垣上　泰子（養護講師）
　４月から奈半利中学校に
勤務することになりました。養
護講師の垣上泰子と申しま
す。中学校での勤務は初めて
ですので、心機一転これまで
の経験を生かしつつ、ゼロか
ら学ぶ姿勢で取り組んでまい
ります。奈半利町の中で子ど
もたちが安心して学校生活を
過ごせるよう頑張ります。よろ
しくお願いします。

奈半利
小学校

こども園

奈半利
中学校

奈半利
役場
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作道　叶侑（教諭）
　はじめまして。このたび初任者と
して採用いただきました。作道叶侑
と申します。奈半利小学校の子ども
たちと会えるのを楽しみにしていま
した。奈半利は初めてで分からない
ことも多いですが、子どもたちと一
緒に成長していきます。よろしくお願
いいたします。奈半利町のこともた
くさん知っていきたいです。よろしく
お願いします。

小原　由乃（主事）
　はじめまして。このたび事務職員
として採用され奈半利小学校に赴
任しました。小原由乃です。
　事務職員として初めての仕事を
奈半利小学校でスタートできること
をうれしく思います。元気な奈半利
の子どもたちと一緒に私自身も成
長していきたいです。学校運営を円
滑に進められるよう一生懸命頑張
ります。よろしくお願いします。

下村　卓徳（用務）
　はじめまして。このたび用務員に
任命されました下村卓徳と申しま
す。子どもに直接指導することはあ
りませんが、子どもたちといっしょに
元気に頑張りたいと思いますので
よろしくお願いします。

岡田　翼（教諭）
　このたびの異動で、室戸
市立室戸小学校から赴任し
てきました岡田翼です。
　海、山、川といった自然豊
かな奈半利町で勤務できる
ことをうれしく思っておりま
す。元気で明るい奈半利の
子どもたちと一緒に学び、と
もに成長していけるように努
めます。また、奈半利町のよさ
や魅力についても見つけて
いきたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いします。

島﨑　雅子（教頭）
　このたびの異動で、東洋町立甲浦小学校より赴任してまいりました教頭
の島﨑雅子です。
　奈半利小学校は、2度目の赴任ということでまたまたお世話になります。
　先日の始業式での児童の校歌を聴きながら、目頭が熱くなりました。あ
の頃の凛 と々した元気さは、ずっと受け継がれてきたんだなと感動してしま
いました。子どもたち一人ひとりの良さと奈半利町の地域の素晴らしさに触れられることを
楽しみにしております。
　ご指導・ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

金堂　夏子（養護教諭）
　このたび、奈半利小学校
の養護教諭として赴任いたし
ました、金堂夏子です。私は、
子どもたちが心身ともに健や
かに成長できるよう、全力で
サポートしたいと考えていま
す。保健室は、けがや病気を
治す場所というだけでなく、
子どもたちがほっと一息つけ
たり、小さな悩みも気軽に話
せたりするような、温かい場
所にしていきたいです。精い
っぱい頑張りますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

前田　久尚
　この春から「こども園なはり」でお世話になっています前田久尚と申
します。０歳から５歳までの子どもたちの健やかな成長のために、これま
での小学校・中学校での教員としての経験を生かし、先生方と力を合
わせて頑張ります。どうかご支援・ご協力よろしくお願いいたします。

近藤　昭彦（総務課）
　はじめまして！
　この４月に採用されて、総務課にお世話になっております近藤昭彦と
申します。
　前職は他自治体で勤務しておりましたが、このたびご縁をいただきま
して「債権徴収業務」を担当させてもらうこととなりました。
　業務遂行に当たっては、実態を確認整理しながら法制度に即した公正、適正かつ早期
の処理執行に努めてまいります。
　皆様方には、何とぞご協力いただきますようお願いいたします。

川口　真奈
　はじめまして。認定こども園で事務補助を担当しております。
　子どもたちと温かく関わりながら、安心して過ごせる環境づく
りを支えられるよう努力してまいります。よろしくお願いいたしま
す。

任
挨
新

ご 拶

よろしくお願いいたします

小松　昌司（校長）
　このたび、縁あって奈半利中学校に新任校長として赴任いたしまし
た、小松昌司と申します。生徒一人ひとりが「自律」して動き、「尊重」し
合う、子どもが主役の笑顔の絶えない学校づくりに努めてまいります。
至らぬ点も多々あると思いますがどうか本校の教育活動にご理解とご
協力をよろしくお願いします。

濱本　智子（教頭）
　津野町立葉山中学校より着任いたしました。教頭の濱本智子と申します。歴史ある街
並みと豊かな自然に囲まれた奈半利町で勤務できることを大変うれしく思っております。
生徒たちが「学校が楽しい」と思えるよう安心・安全な環境づくりに努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

髙松　優（教諭）
　４月から、新規採用となり
奈半利中学校に着任いたし
ました、教諭の髙松優と申し
ます。分からないことだらけ
ですが、先生方のお力をお
借りして精いっぱい頑張って
いきます。生徒たちが「分か
る授業」を目指して頑張りま
す。よろしくお願いいたしま
す。

伊賀原　晃佑（講師）
　４月より奈半利中学校で勤
務することになりました、講師
の伊賀原晃佑と申します。奈
半利町での勤務は初めてです
ので、奈半利の文化や自然に
触れ学び、その中で生徒たち
と楽しく学校生活を送りたいと
思っています。１年間よろしくお
願いします。

坂吉　望（主査）
　高知市立潮江中学校から
転入してきました、事務職員の
坂吉望と申します。生徒の皆
さんが、楽しい学校生活を送
れるよう、尽力してまいりたい
と思っています。至らないとこ
ろもありますが、どうぞよろしく
お願いいたします。

垣上　泰子（養護講師）
　４月から奈半利中学校に
勤務することになりました。養
護講師の垣上泰子と申しま
す。中学校での勤務は初めて
ですので、心機一転これまで
の経験を生かしつつ、ゼロか
ら学ぶ姿勢で取り組んでまい
ります。奈半利町の中で子ど
もたちが安心して学校生活を
過ごせるよう頑張ります。よろ
しくお願いします。

奈半利
小学校

こども園

奈半利
中学校

奈半利
役場
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高知県オールドパワー文化展　工芸の部　褒状！

奈半利小学校の環境整備へのご協力について

　令和8年3月17日（火）、第54回高知県オ
ールドパワー文化展において、林田義雄さ
んの作品が褒状され、高知県立美術館にて
表彰されました。
　この文化展は、高齢者の方が文化や芸術
に親しみ、生きがいづくりの向上を目指す目
的として開催しております。
　当町につきましても、高齢者の生きがい
づくりや文化・芸術の振興に向けた取り組み
を今後とも取り組んでまいります。
　林田さん、褒状おめでとうございます！

　令和8年4月初旬頃、㈲礒部組が無償で奈半利小学校のグラウンド横の水路等における土上げをし
てくださりました。
　学校生活におけるよりよい環境づくりへのご協力ありがとうございました！

園
小
中
合
同
職
員
会
の
様
子
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　6年生６人・5年生3人・4年生６人・3年生1人・2年生１人の計１7人で活動しています。練習日は【月曜日１７：００～】【水曜日
１７：００～】【土曜日１３：３０～】で小学校のグラウンドで行っていますので、どの学年の子どもさんでも大歓迎です。

　新年度になり、大会も多くなってきて、練習も
力が入っている子どもたちです！
　練習試合を重ねながら、これからもチームワ
ークを高めて頑張ってほしいと思います。

公式戦の成績

３月２１日（土）　　室戸中央公園グラウンド
奈半利スポーツ少年団　４－４　伊野ベアーズ

　　　　　　　　　　（抽選負け）

４月４日（土）　　　野市青少年センターグラウンド
奈半利スポーツ少年団　１―６　高須ZION

奈半利スポーツ少年団について

住宅リフォーム緊急支援事業補助金の交付について

小学生野球こいのぼり大会

小学生野球室戸大会

○補助対象者　※補助金の交付対象となる者は、町税等町に対する債務を滞納していない世帯の構成員とする。
❶町内にある住宅を、当該住宅の所有権者または相続権者の同意を得て、居住目的に当該住宅の増改築やリフォーム
（以下「リフォーム工事」という。）を行う者（奈半利町に住民登録している者に限る）。 
❷居住を目的に町内の中古住宅を購入し、その住宅のリフォーム工事完了後に当町に転入する者。
❸空家対策としてのリフォームであり、奈半利町空家登録に登録するまたは過去に登録した住宅のリフォーム工事を行う者。

○補助対象住宅 
　一戸建て住宅（住宅用の車庫、物置
は含まない。）または店舗等併用住宅で
住宅部分の延べ面積が、建物全体の延
べ床面積の１／２（住宅用の車庫、物置
は含まない。）以上であるもの。

　町民の生活環境の向上を図るとともに定住促進および地域経済の活性化を目的として、
住宅の増改築工事やリフォーム工事を実施する者に対し、予算の範囲内において補助金を
交付します。事業内容は、下記のとおりです。

○施工業者 
　本町に事務所等を有する個人および
法人であること。（個人で営業を行う大
工や左官など含む） 

○補助対象
（1）住宅の増築、改築、減築、解体
（2）浴室の改修
（3）台所の改修
（4）トイレの改修
（5）給排水衛生設備

工事（配管等）
（6）給湯設備工事
（7）換気設備工事
（8）オール電化住宅工事
（9）屋根のふき替え、塗装、防水工事
（10）外壁の張り替え、塗装工事
（11）床、内壁、天井の張り替え等

の内装工事
（12）床、内壁、天井、屋根の断熱工事

（13）ふすま、障子、たたみの張り
替え工事

（14）雨どいの改修
（15）建具、窓枠、サッシの取り替

え等、改修工事
（16）塀の改修
（17）バリアフリー改修
（18）耐震改修
（19）その他町長が認める工事
※補助対象外
　家電製品の購入・厨房製品・
電話／インターネット等設置工
事・車庫、物置、倉庫等の工事

○補助率および補助金額  
　リフォーム費用（消費税および地方消費
税を含む額。）が30万円以上であること。
❶❷の場合
　リフォーム費用×20％（1万円未満切
捨）※上限30万円  
❸の場合 
　リフォーム費用×30％（1万円未満切
捨）※上限40万円 
　※①②③とも申請は1回のみ。 

※本事業には適用のための条件等が幾つかあります
ので、補助金の交付を受けようとされる方は、事前に
奈半利町役場地域振興課までお問い合わせください。

お問い合わせ先：奈半利町役場　地域振興課　TEL 0887－38－8182

◀ なはり広報　NO.3665



外国語指導助手

　アメリカでも日本のように多くの州で桜が咲き、人々は桜の木の下に座
りながらおいしい食べ物を食べたり花を眺めたりします。しかし、テキサ
ス州は暑すぎるため、桜が咲きません。テキサス州で一番有名な花は
「ブルーボネット」です。3月から4月までの間ブルーボネットは咲いてい
ます。「ブルーボネット」という名前は花の独特な青い色と花びらのボネ
ット帽みたいな形に由来しています。 
 子どもの時、

私は毎年お母さんと一緒にブルーボネットを
見に行きました。あるとき、ブルーボネットの
花畑で散歩しているとき、立ち止まって、花を
よく見ました。お母さんは手で丁寧に花びらを
開いて、「中を見てみて、ほら、猫がいるよ」と
言いました。最初は理解できませんでしたが、
猫の爪にそっくりな種があることに気づきま
した。今でも、その種を見つけて、ワクワクした
ことを覚えています。
　私は今、日本に住んでいるので、お母さんと
ブルーボネットの花畑で散歩できませんが、
春になると、お母さんとブルーボネットを眺めたことをよく思い出します。私にとってブルーボネットはき
れいで懐かしい花であり、桜のように命と新たな始まりを示していると感じています。時間があれば、ブ
ルーボネットを調べて、きれいな花畑で散歩するのを想像してください。

　今回の記事ではオーストラリアで人気のスポーツを紹介したいと思い
ます。まずはクリケットというスポーツを紹介したいと思います。クリケッ
トは野球に似ていますが、違いもあります。例えば、クリケットにはホー
ムベースがありません。打者はアウトにならない限りずっと打ったり走った
りするのが続きます。クリケットの試合は長いもので５時間以上ずっと同
じ打者が出ることもあります！そして、フィールドは丸くて打者は真ん中に

いるので、どの方向にでも打つことができます。
　もう一つ人気があるのは、オーストラリアンフットボールというスポーツです。このスポーツはオースト
ラリアにしかないスポーツです。ラグビーとサッカーに似ているところもあって、独特なところもありま

す。サッカーみたいにどの方向にも動くことがで
きて、ラグビーみたいに手を使ってもいいしタック
ルしてもいいです。
　実はオーストラリアンフットボールのフィールド
はサッカーの2倍に近いです。試合で１５キロメ
ートル以上走ることは普通です。オーストラリア
ンフットボールの選手はすごいと思います！
　私は日本にいる間、日本で人気のあるスポーツ
をたくさん見たいと思っています。チャンスがあ
ればぜひクリケットやオーストラリアンフットボ
ールも見てみてください！

☆  テキサスのブルーボネット ☆

☆  異文化交流 ☆

Mahula Maegan
マフラ　  メガン

Daly 　Kieran
デーリー　キーラン
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令和8年度当初予算可決各会計当初予算
会　　計　　名 当初予算額 前年度当初 増減額 採決結果

一 般 会 計 37億7,300万円 35億4,900万円 2億2,400万円 賛成者全員

特別会計 国 保 会 計 4億9,706万円 4億8,217万円 1,489万円 賛成者全員
後期高齢医療 7,146万円 6,867万円 279万円 賛成者全員

公営企業
会計

漁業集落排水 4,003万円 3,240万円 763万円 賛成者全員
簡 易 水 道 8,893万円 9,055万円 △162万円 賛成者全員
計 44億7,048万円 42億2,279万円 2億4,769万円

令和7年度　補正予算
一般会計　総務費、教育費等を減額

令和7年度補正予算各会計予算
会　　計　　名 既定予算額 追加予算額 予算総額 採決結果

一 般 会 計 36億5,032万円 △1億7,863万円 34億7,169万円 賛成者全員

特別会計 国 保 会 計 4億8,620万円 1,970万円 5億590万円 賛成者全員
後期高齢医療 6,945万円 △204万円 6,741万円 賛成者全員

公営企業
会計

漁業集落排水
簡 易 水 道 5,440万円 875万円 6,315万円 賛成者全員
計 42億6,037万円 △1億5,222万円 41億815万円

令和8年度当初予算可決
　一般会計歳入歳出総額

37億7,300万円
（前年度比　6.3％増）

　議会費（議会運営費、議員報酬等）	 5,013万円
　総務費（情報通信基盤整備、選挙等）	 11億3,605万円
　民生費（保健、高齢者、障害者、児童等各福祉費等）	 5億4,591万円
　衛生費（保健衛生、環境衛生、清掃費）	 3億4,838万円
　農林水産業費（一次産業振興費等）	 1億8,032万円
　商工費（観光振興費等）	 2,970万円
　土木費（港湾改修、高潮対策、住宅リフォーム支援等）	 3億7,613万円
　消防費（耐震改修・老朽住宅除却補助、消防・救急費等）	1億8.236万円
　教育費（学校・教育振興、社会教育・子育て支援等）	 4億3.430万円
　災害復旧費（農林施設災害、公共土木災害）	 1,663万円
　その他（公債費、諸支出金、予備費）	4億7,309万円

議会費 1.3%その他（公債費、　
諸支出金、予備費）

12.5%
災害復旧費
0.4％

教育費
11.5％

消防費
4.8％

土木費
10.0％

商工費
0.8％ 農林水産費

4.8％
衛生費
9.2％

民生費
14.5％

総務費
30.1％

国庫支出金
11.3％

分担金、使用料、寄付金等
2.3％

地方交付税
44.7％

地方譲与税、交付金等
3.3％

町税 7.3％町債
15.2%

令和8年度　歳入（37億7千3百万円）

諸収入
1.5%繰越金

0.1％

繰入金
9.0%

財産収入
0.5％
県支出金
4.9％

令和8年度　歳出（37億7千3百万円）
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○
成
人
式
に
つ
い
て

　

去
る
1
月
3
日
に
、
奈
半
利
町
民

会
館
に
お
い
て
令
和
8
年
成
人
式
を

開
催
し
た
。
当
町
で
は
23
人
の
方
が

成
人
を
迎
え
ら
れ
、
式
典
に
は
現
在

町
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
合
わ
せ
20

人
が
出
席
さ
れ
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
来
賓

の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に

ご
参
列
い
た
だ
き
な
が
ら
「
成
人
の

門
出
」
を
無
事
に
祝
福
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

出
席
さ
れ
た
成
人
の
方
々
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
仲
間
と
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
、
再
会
の
喜
び
を

味
わ
っ
た
。
ま
た
、
学
生
時
代
の
恩

師
か
ら
の
激
励
の
言
葉
や
、
成
人
と

し
て
の
心

構
え
を
教

わ
り
、
自

覚
や
決
意

が
新
た
に

刻
ま
れ
た

成
人
式
と

な
っ
た
の

で
は
な
い

か
と
考
え

て
い
る
。

○
町
内
駅
伝
競
走
大
会
に
つ
い
て

　

2
月
2
日
に
、
第
45
回
町
内
駅
伝

競
走
大
会
が
行
わ
れ
、
町
民
会
館
前

を
起
点
と
し
た
周
回
コ
ー
ス
を
、
一

般
の
部
8
チ
ー
ム
、
小
学
生
の
部
8

チ
ー
ム
が
力
走
し
た
。
沿
道
に
は
多

く
の
町
民
の
方
々
が
応
援
に
駆
け
付

け
、
出
場
選
手
は
た
く
さ
ん
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
競
走
部
門
や
ピ
ッ

タ
リ
部
門
で
の
入
賞
を
目
指
し
、
タ

ス
キ
を
つ
な
げ
て
い
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
保
護
者
チ
ー
ム
も
複
数
出
場
し
て

お
り
、
親
子
で
競
い
合
う
姿
に
ひ
と

き
わ
大
き
な
声
援
が
寄
せ
ら
れ
、
大

会
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ス

ポ
ー
ツ
行
事
を
通
じ
て
、
住
民
が
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
明
る
く
豊
か
な
心
情
を
培
う
こ

と
で
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

大
会
の
開
催
に
際
し
て
は
、
交
通

安
全
指
導
員
、
交
通
安
全
協
会
安
芸

支
部
奈
半
利
分
会
、
交
通
安
全
母
の

会
、
消
防
団
の
各
分
団
員
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

に
、
交
通
指
導
や
大
会
運
営
で
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

○
生
涯
学
習
推
進
大
会
に
つ
い
て

　

2
月
11
日
に
、奈
半
利
町
民
会
館

に
お
い
て「
瞬
間（
い
ま
）を
輝
こ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、第
28
回
生
涯
学
習
推

進
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　

活
動
の
発
表
は
、認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
部
の
劇
を
交
え
た
太
鼓
、小
学

校
4
年
生
の
リ
コ
ー
ダ
ー
や
合
唱
、

安
田
・
田
野
・
奈
半
利
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、文
化
協
会
に
よ
る
民

踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、多
様
な
取

り
組
み
成
果
が
披
露
さ
れ
た
。

　

ま
た
、特
別
企
画
と
し
て
、こ
ど
も

園
小
中
学
校
職
員
に
よ
る
バ
ン
ド
演

奏
や
、東
京
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
燦
」

の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、来
場
者

を
巻
き
込
ん
だ
演
出
に
、会
場
全
体

が
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、な
は

り
大
根
役
者
一
座
に
よ
る
、に
わ
か

劇
が
2
部
構
成
で
行
わ
れ
、第
1
部

で
は「
戦
後
80
年
を
振
り
返
る
」と
題

し
、特
攻
隊
員
の
遺
書
や
終
戦
後
の

悲
劇
の
紹
介
な
ど
、戦
争
の
悲
惨
さ

を
感
じ
さ
せ
る
内
容
か
ら
、平
和
の

尊
さ
が
再
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、第
2
部
で
は
、こ
ど
も
園
園

児
と
保
護
者
な
ど
と
の
や
り
と
り
を

題
材
に
し
た
小
話
が
披
露
さ
れ
、笑

い
も
交
え
た
内
容
に
、来
場
さ
れ
た

方
々
か
ら
自
然
と
笑
顔
が
広
が
っ

た
。今
後
も
こ
の
よ
う
な
行
事
を
通

し
、住
民
の
皆
様
に
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
を
知
る
こ
と
で
、豊
か
な
心
を

育
み
、生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

○
町
営
工
事

に
つ
い
て

（
１
）
農
業
事
業

に
つ
い
て

　

耕
地
自
然
災

害
防
止
事
業
に

　3月定例会は、3月10日に開会、町長からの行政報告の後、報告1件、専決承認1件、条例

案件8件、予算案件9件、その他の案件2件を原案どおり可決、13日に閉会した。

　一般質問には4人が登壇し、高規格道路の事業化、空き家対策、人口減少対策、出産・子供

等における補助制度などについて質問を行った。

●令和8年　第1回定例会（3月）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）
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よ
る
北
深
田
・
妙
見
ノ
西
排
水
路
改

修
工
事
を
令
和
7
年
12
月
に
工
事
発

注
し
、
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て

現
在
施
工
中
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
、
担
い
手
の
支
援
・
確
保

を
促
進
し
て
い
く
。

（
２
）
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
7
年
7
月
に
工
事
発
注
し
、

施
工
中
で
あ
っ
た
、
本
村
簡
易
水
道

配
水
管
布
設
替
工
事
1
工
区
（
延

長
4
6
0
m
）、
2
工
区
（
延
長

4
1
1
m
）
の
各
工
事
は
、
令
和
7

年
12
月
末
工
事
完
成
と
な
っ
て
い

る
。
生
命
の
維
持
や
生
活
に
必
要
な

水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
水

道
施
設
の
整
備
を
図
り
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

○
中
芸
広
域
連
合
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

（
1
）
施
設
運
営
に
つ
い
て

　

老
朽
化
す
る
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
火
葬
場
、
体

育
館
の
維
持
更
新
を
計
画
的
に
行
う

た
め
に
、
財
政
負
担
の
平
準
化
と
縮

減
、
安
全
性
の
確
保
、
将
来
に
わ
た

る
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
す
る
た
め
、
各
施
設
の
「
個
別
施

設
計
画
」
を
令
和
8
年
3
月
末
の
策

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
各

施
設
の
稼
働
年
数
が
16
年
か
ら
28
年

を
迎
え
、
維
持
費
等
が
増
大
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
町

村
の
財
政
事
情
を
踏
ま
え
た
効
率
的

な
施
設
運
営
体
制
の
確
立
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
処
理
能
力
に

対
す
る
し
尿
等
の
減
少
に
よ
り
、
効

率
的
な
処
理
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
環
境
省
が
策

定
し
た
「
し
尿
処
理
広
域
化
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
で
は
、し
尿
処
理
の
広
域
化
・

集
約
化
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　

広
域
体
育
館
や
火
葬
場
な
ど
の
各

施
設
に
つ
い
て
、老
朽
化
に
伴
う
大

規
模
改
修
等
を
検
討
す
る
時
期
を
迎

え
て
お
り
、今
後
の
人
口
推
移
等
を

踏
ま
え
て
中
長
期
的
な
方
向
性
を
決

定
す
る
た
め
、令
和
8
年
度
に「
中
芸

広
域
連
合
施
設
検
討
会
」を
設
置
し
、

各
施
設
の
運
営
方
針
を
協
議
し
て
い

く
。ま
た
、検
討
を
進
め
て
き
た
体
育

館
へ
の
冷
房
施
設
の
導
入
に
つ
い
て

は
、毎
年
度
負
担
金
が
上
昇
す
る
な

か
で
、各
町
村
の
財
政
運
営
に
与
え

る
影
響
も
大
き
く
、施
設
整
備
に
関

す
る
財
源
負
担
も
慎
重
な
協
議
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、改
め

て
災
害
時
の
活
用
や
必
要
な
コ
ス
ト

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
2
）介
護・
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
「
中
芸

型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
去
る
2
月

9
日
に
は
「
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
」
を
開
催
し
、「
中
芸
型

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
基
本
構
想

（
案
）」
を
取
り
ま
と
め
た
。
人
口
減

少
や
専
門
人
材
が
不
足
す
る
中
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
や
中
芸

介
護
公
社
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

公
的
施
設
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ

て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
、

抜
け
漏
れ
な
く
、
効
率
的
に
提
供
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
、
推
進
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
中
芸
型
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
母
体
と
な
る

「
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
」

に
、「
医
療
介
護
連
携
部
会
」
と
「
地

域
福
祉
・
推
進
部
会
」
を
新
た
に
設

置
し
、
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

　

子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
る
環
境

づ
く
り
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
令
和
8
年
度
に
子
育

て
世
帯
を
包
括
的
に
支
援
す
る
「
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
設

置
し
、
妊
娠
期
の
妊
婦
相
談
や
産
後

ケ
ア
の
利
用
促
進
、
子
育
て
家
庭
の

孤
立
を
防
ぐ
取
り
組
み
な
ど
保
護
者

の
育
児
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
3
）
消
防
・
救
急
業
務
に
つ
い
て

　

昨
年
4
月
か
ら
1
月
末
に
お
け
る

管
内
の
火
災
件
数
は
5
件
、
前
年
同

期
と
比
べ
1
件
の
増
、
救
助
件
数
は

7
件
で
5
件
の
増
、
救
急
件
数
は

6
0
9
件
で
1
3
4
件
の
減
、
搬
送

人
員
は
5
8
2
人
で
65
人
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

　

県
と
34
市
町
村
が
検
討
を
進
め
て

い
る
消
防
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
県

に
お
い
て
「
高
知
県
消
防
広
域
化
基

本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
法
定
協
議

会
に
先
立
っ
て
任
意
協
議
会
が
設
置

さ
れ
、
実
務
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
中
芸
5
町
村
が
方
向
性

を
合
わ
せ
た
う
え
で
主
体
的
に
参
加

し
、
中
芸
地
域
の
住
民
の
皆
様
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
消
防

体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

将
来
的
に
は
人
員
不
足
に
よ
り
消

防
体
制
の
維
持
が
困
難
と
な
る
こ
と

も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
本

部
の
統
合
は
全
県
一
斉
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
お
り
、「
財
政
負
担
が
明

中芸広域体育館
（結いの丘ドーム）

衛生センター

老朽化に伴い維持更新を計画的に「個別施設計画」を策定
火葬場（左）リサイクルセンター（右）
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確
で
な
い
」
等
の
各
市
町
村
の
意
見

に
対
し
、
県
が
財
政
負
担
を
早
期
に

示
し
た
う
え
で
各
市
町
村
の
理
解
を

得
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り

組
む
よ
う
後
押
し
し
て
い
く
。

　

林
野
火
災
の
予
防
に
つ
い
て
は
、

火
災
予
防
条
例
を
改
正
し
、
創
設
し

た
林
野
火
災
注
意
報
及
び
警
報
の
運

用
を
本
年
1
月
か
ら
開
始
し
、
昨
年

11
月
か
ら
降
水
量
が
か
な
り
少
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
1
月
の
林
野

火
災
注
意
報
は
23
日
、
警
報
は
5
日

発
令
し
、防
災
無
線
や
広
報
誌
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
住
民
へ
の
周
知
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
4
）
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　

火
葬
場
業
務
に
つ
い
て
は
、本
年

度
1
月
末
現
在
で
、管
内
1
6
2
件

（
奈
半
利
町
57
件
、田
野
町
42
件
、安

田
町
36
件
、北
川
村
20
件
、馬
路
村
7

件
）、管
外
20
件
、合
計
1
8
2
件
の

火
葬
を
行
っ
て
お
り
、前
年
度
同
期

（
1
5
1
件
）と
比
較
し
、20
・
5
％
の

火
葬
件
数
増
加
で
推
移
し
て
い
る
。

案
　
　
件

◆
報
　
告

○
放
棄
し
た
債
権
の
報
告
に
つ
い
て

　

奈
半
利
町
債
権
管
理
条
例
（
令
和

5
年
奈
半
利
町
条
例
第
9
号
）
第
15

条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
債
権

を
放
棄
し
た
の
で
、
同
条
第
2
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

◆
専
　
決

○
令
和
7
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
6
号
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
衆
議
院
議

員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
に
要
す
る
経
費
つ
い
て
、

早
急
に
補
正
予
算
を
編
成
す
る
必
要

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法

第
1
7
9
条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
令
和
8
年
1
月
20
日
に
専
決
処

分
し
た
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算

	

4
7
0
万
円
追
加

　

予
算
総
額

	

　
　

36
億
5
、
0
3
2
万
円

　

歳
入
県
支
出
金

	

　

4
7
0
万
円
追
加

　

歳
出　

総
務
費

	

　

4
7
0
万
円
追
加

（
賛
成
者
全
員
：
承
認
）

◆
条
　
例
　

○
奈
半
利
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
未

就
園
児
に
対
し
て
発
達
支
援
等
を
行

う
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
が
新

た
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

町
に
お
け
る
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
の
基
準
を
定
め
る
も
の
。

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
奈
半
利
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
未

就
園
児
に
対
し
て
発
達
支
援
等
を
行

う
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
が
新

た
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

町
に
お
い
て
、
当
該
事
業
の
適
正
な

運
営
を
確
保
し
、
利
用
者
の
安
全
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担
保
す
る
た
め
、

法
に
基
づ
き
必
要
な
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
。

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
奈
半
利
町
議
会
議
員
及
び
奈
半
利

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
奈
半
利
町
議
会
議
員
選
挙
及
び

奈
半
利
町
長
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
係
る
限
度
額
の
見

直
し
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
奈
半
利
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

本
町
の
行
政
課
題
に
対
し
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
職
員
の
活
用
を
図

る
た
め
、
職
務
の
級
の
分
類
に
新
た

な
職
を
追
加
す
る
も
の
。

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
奈
半
利
町
福
祉
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

乳
幼
児
、
児
童
及
び
重
度
心
身
障

害
者
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

た
め
に
、
上
位
法
の
改
正
に
対
応
を

す
る
も
の
。（

賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
奈
半
利
町
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け

る
給
水
装
置
の
早
期
復
旧
及
び
工
事

の
適
切
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め

に
、
奈
半
利
町
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
町
有
財
産
使
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
電
柱
等
の
土

地
占
用
料
の
改
定
を
行
う
も
の
。　

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
奈
半
利
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

中
芸
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
林
野
火
災
予
防

の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
条
例
の

債権の名称
（所管課） 債権を放棄した理由 件数 放棄した

債権の金額

住宅使用料
（住民福祉課）

条例第１５条第１項
第２号によるもの

（債務者死亡、相続
人不在かつ相続財
産少額）

２件 1,114,300円

水道使用料
（地域振興課）

条例第１５条第１項第
５号によるもの（消
滅時効期間満了）

１４件 150,562円

合 計 １６件 1,264,862円
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一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

◆
そ
の
他

○
奈
半
利
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援

に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
8
条
第
1

項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
8
年
度
か

ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
市
町
村
計
画
を
定
め
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　

計
画
の
基
本
方
針
は
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
、
道
路

交
通
網
や
情
報
通
信
網
な
ど
の
基
盤

整
備
の
促
進
、
高
齢
者
等
の
保
健
・

福
祉
の
向
上
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

支
援
事
業
等
に
よ
る
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
の
生
活
環
境
基
盤
の

整
備
な
ど
、
地
域
で
の
定
住
を
促
進

す
る
た
め
の
施
設
整
備
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
も
の
。

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

奈
半
利
町
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
事

業
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
一
般
社
団
法
人
な
は
り
の
郷
を

指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

　
（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

　

◆
補
正
予
算

○
令
和
7
年
度
奈
半
利
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
第
2
号

　

補
正
の
主
な
内
容

　

資
本
的
収
支　

8
7
5
万
円
増
額

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
令
和
7
年
度
奈
半
利
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
第
2

号
　

補
正
の
主
な
内
容

　

歳
入
歳
出
予
算

	

　

2
0
4
万
円
減
額

　

予
算
総
額　
　

6
、
7
4
1
万
円

　

歳
入　

繰
入
金

	

　
　

2
0
3
万
円
減
額

　

歳
出　

総
務
費

	

　
　

1
0
7
万
円
減
額

　

納
付
金	

60
万
円
減
額

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
令
和
7
年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

5
号

　

補
正
の
主
な
内
容

　

歳
入
歳
出
予
算

	

　

1
、
9
7
0
万
円
増
額

　

予
算
総
額	

5
億 

5
9
0
万
円

　

歳
入
県
支
出
金　

	

1
、
9
8
1
万
円
増
額

　

歳
出
保
険
給
付
費

	

1
、
9
8
1
万
円
増
額

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

○
令
和
７
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
7
号

　

補
正
の
主
な
内
容

　

歳
入
歳
出
予
算

	

1
億
7
、
8
6
3
万
円
減
額

　

予
算
総
額

	

　

34
億
7
、
1
6
9
万
円

　

歳
入

　

町
税	

1
、
3
1
5
万
円
増
額

　

地
方
交
付
税

	

7
、
6
3
0
万
円
増
額

　

県
支
出
金

	

　

2
、
5
9
2
万
円
減
額

　

繰
入
金

	
1
億
6
、
0
3
7
万
円
減
額

　

町
債　
　

6
、
6
4
0
万
円
減
額

　

歳
出

　

総
務
費　

7
、
9
5
3
万
円
減
額

　

民
生
費　

1
、
6
4
9
万
円
減
額

　

土
木
費　

1
、
5
6
5
万
円
減
額

　

消
防
費　

1
、
7
1
0
万
円
減
額

　

教
育
費　

5
、
2
7
5
万
円
減
額

（
賛
成
者
全
員
：
可
決
）

議
会
運
営
委
員
会

	

（
3
月
4
日
）

　

令
和
８
年
第
1
回
定
例
会
に
付
議

さ
れ
る
案
件

　

報
告	

1
件

　

専
決
承
認	

1
件

　

条
例
案
件	

8
件

　

予
算
案
件	

9
件

　

そ
の
他
の
案
件	

2
件

　

一
般
質
問
の
通
告	

4
件

　

こ
れ
ら
の
審
議
を
行
う
た
め
の
会

期
を
3
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
4

日
間
と
定
め
た
。

広
報
編
集
特
別
委
員
会

	

（
2
月
10
日
）

○
議
会
広
報
研
修
会
に
つ
い
て

　

令
和
8
年
3
月
広
報
（
議
会
だ
よ

り
）
の
編
集
・
校
正
を
行
っ
た
。

	

（
3
月
13
日
）

○
議
会
広
報
研
修
会
に
つ
い
て

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
の
仕
方
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

3
／
4　

議
会
運
営
委
員
会

　

3
／
11　

奈
半
利
中
学
校
卒
業
式

　

3
／
13　

広
報
特
別
委
員
会

　

3
／
19　

中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　

3
／
20　

奈
半
利
小
学
校
卒
業
式

　

3
／
24　

認
定
こ
ど
も
園
な
は
り

　
　
　
　
　

卒
業
式

　

3
／
24　

ご
め
ん
・
な
は
り
線
総

会

　

3
／
26　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
定
例
会

　

4
／
6　

認
定
こ
ど
も
園
な
は
り

入
園
式

　

4
／
7　

奈
半
利
中
学
校
入
学
式

　

4
／
7　

奈
半
利
小
学
校
入
学
式

　

4
／
16　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

4
／
24　

や
ま
び
ら
き

　

4
／
26　

な
は
り
観
光
フ
ェ
ス

議
員
活
動

議
員
活
動

議
員
活
動

議
員
活
動

委
員
会
等

調
査
活
動
報
告

委
員
会
等

調
査
活
動
報
告

委
員
会
等

調
査
活
動
報
告

委
員
会
等

調
査
活
動
報
告

委
員
会
等

調
査
活
動
報
告
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　【表決の状況】　　　　　　　　　賛成○、反対×　※議長は表決をしないことになっています。

議　員　

　議　案　

木
下　

清

坂
本
年
男

瀬
川　

崇

竹
﨑　

稔

川
島　

巧

安
岡　

健

岩
内　

博

小
笠
原
良

中
川
和
明

大
西
洋
三

結　

果

放棄した債権の報告について 報告

令和７年度奈半利町一般会計補正予算第６号の専決処
分の承認を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

奈半利町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

奈半利町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

奈半利町議会議員及び奈半利町長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

奈半利町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

奈半利町福祉医療費助成に関する条例の一部を改正す
る条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

奈半利町給水条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

町有財産使用料徴収条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

奈半利町火入れに関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

奈半利町過疎地域持続的発展市町村計画について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和７年度奈半利町簡易水道事業会計補正予算第２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和７年度奈半利町後期高齢者医療特別会計補正予算
第２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和７年度奈半利町国民健康保険事業特別会計補正予
算第５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和7年度奈半利町一般会計補正予算第７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和８年度奈半利町漁業集落排水事業会計当初予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和８年度奈半利町簡易水道事業会計当初予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和８年度奈半利町後期高齢者医療特別会計当初予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和８年度奈半利町国民健康保険事業特別会計当初予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和８年度奈半利町一般会計当初予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
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こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

一
般

質
問奈半利～安芸高規格道インターチェ

ンジ周辺整備構想について問う
　住民の意見も聞きながら

方向性を決めていく／竹﨑町長

安岡　健  議員

奈
半
利
安
芸
道
路
（
奈
半

利
～
安
田
間
）
事
業
化
に

つ
い
て

問　
念
願
の
命
の
道
、
高
知
東
部
自
動

車
道
、
奈
半
利
安
芸
道
路
（
奈
半
利
～

安
田
間
）が
い
よ
い
よ
事
業
化
と
な
り
、

当
町
で
も
設
計
説
明
会
等
が
開
か
れ
、

多
く
の
地
元
関
係
者
や
町
民
が
期
待
と

関
心
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
動
き
を
注

視
し
て
い
る
。
今
後
、
順
次
、
事
業
は

進
ん
で
い
く
予
定
に
な
る
と
思
う
が
、

今
は
都
市
と
都
市
、
地
方
と
地
方
、
ま

た
は
都
市
と
地
方
等
、
競
争
の
時
代
で

あ
る
。
高
速
道
が
つ
な
が
っ
た
時
、
そ

の
競
争
の
中
を
い
か
に
生
き
残
っ
て
い

く
か
、
新
し
い
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る

と
考
え
、
見
解
を
伺
う
。

　
高
速
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
は
広

く
多
面
的
に
及
ぶ
と
思
う
が
、
奈
半
利

町
と
し
て
、
こ
の
機
を
ど
の
よ
う
に
生

か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
小
野
地
方
創
生
課
長

　

奈
半
利
安
芸
道
路
、
奈
半
利
～
安
田

間
の
事
業
化
は
、
本
町
に
と
っ
て
大
き

な
節
目
で
あ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
上
で
重
要
な
契
機
に
な
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　

高
速
道
路
が
開
通
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
ま
ず
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
被
災
時
よ
る
緊
急
支
援
物

資
の
輸
送
や
避
難
ル
ー
ト
な
ど
の
「
防

災
面
で
の
安
全
性
向
上
」、
高
度
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
「
医
療
・

救
急
搬
送
体
制
の
充
実
」、
当
町
で
は

一
次
産
業
で
あ
る
ナ
ス
や
鮮
魚
な
ど
の

「
物
流
環
境
の
改
善
」
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
、
観
光
な
ど
の
「
広
域
交

流
の
可
能
性
拡
大
」
な
ど
期
待
が
持
た

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

ス
ト
ロ
ー
現
象
の
加
速
に
よ
る
「
消
費

の
域
外
流
出
」
や
「
利
便
性
の
高
い
市

内
へ
の
人
口
流
出
」、
目
的
地
ま
で
の

時
間
が
短
縮
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
町
が

「
通
過
点
化
」
に
な
る
と
い
う
課
題
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
十
分
踏

ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
町
と
し
て
は
、
道
路
整
備
の
進
捗
を

注
視
し
な
が
ら
、「
防
災
機
能
と
の
連

動
」、「
産
業
振
興
施
策
と
の
整
合
」、「
観

光
振
興
や
定
住
施
策
と
の
一
体
的
検

討
」
を
進
め
、
効
果
を
最
大
限
引
き
出

せ
る
よ
う
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 

問　
奈
半
利
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
高

知
県
東
部
の
玄
関
口
と
な
り
得
る
場
所

で
あ
る
。
一
次
産
業
・
商
業
・
観
光
等

の
地
域
振
興
の
窓
口
と
な
り
、
災
害
時

の
緊
急
輸
送
路
の
強
化
、
交
流
人
口
の

拡
大
か
ら
関
係
人
口
づ
く
り
ま
で
多
く

の
メ
ニ
ュ
ー
が
考
え
ら
れ
る
場
所
だ
と

思
う
が
、
単
に
受
け
入
れ
窓
口
と
し
て

の
機
能
だ
け
に
す
る
の
で
は
な
く
、
周

辺
整
備
を
同
時
に
進
め
、
物
流
施
設
の

誘
致
や
移
住
促
進
住
宅
地
開
発
・
新
た

な
商
業
集
積
地
等
当
町
の
、
将
来
に
向

け
て
こ
の
整
備
事
業
効
果
を
い
か
に
後

世
に
残
す
か
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
整
備
事
業
は
極
め
て
重
要
な
取
り
組

み
だ
と
考
え
る
が
、
こ
う
い
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

　
答　
小
野
地
方
創
生
課
長

　

奈
半
利
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
、
防
災
上
の
観
点
や
交
通
結
節
点
と

し
て
の
特
性
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
い
く
中
で
の
将
来
的
な
土
地

利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

計
画
と
し
て
、
総
合
計
画 

ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
基
本
と
し

て
、
防
災
力
と
地
域
発
展
を
意
識
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
整
備
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
ま
た
、
物
流
施
設
の
可
能
性
や

住
宅
機
能
、商
業
機
能
等
に
つ
い
て
も
、

今
後
の
需
要
動
向
や
民
間
意
向
、
財
政

状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
研

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

今
後
、
専
門
家
を
踏
ま
え
た
、
検
討

委
員
会
も
開
き
、
奈
半
利
町
の
将
来
的

な
選
択
肢
と
し
て
幅
広
く
検
討
対
象
に

含
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
「
い
よ
い
よ
事
業
化
に
な
っ
た
」

と
手
放
し
で
喜
ん
で
ば
か
り
で
は
、
工

事
は
進
ま
な
い
。
事
業
化
に
な
っ
て
も

予
算
化
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
予
算
化
す

る
た
め
の
力
強
い
活
動
と
運
動
が
沿
線

３
ケ
町
に
な
け
れ
ば
、
高
い
壁
は
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
予
算
獲

得
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　
久
武
地
域
振
興
課
長

　

奈
半
利
安
芸
道
路
は
、
令
和
６
年
４

月
に
新
規
事
業
化
さ
れ
、
国
は
調
査
設

計
業
務
を
予
算
化
し
、
調
査
設
計
業
務

を
進
め
て
い
る
。
現
在
で
は
、
関
係
者

を
対
象
に
設
計
説
明
会
を
実
施
し
、
道

路
用
地
幅
を
示
す
杭
の
設
置
を
進
め
て

お
り
、
順
調
に
い
け
ば
、
用
地
買
収
、

工
事
へ
と
進
ん
で
い
く
。

　

工
事
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、

大
き
な
予
算
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

予
算
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町

村
で
構
成
し
て
い
る
期
成
同
盟
会
等

で
、
予
算
の
確
保
、
東
部
地
域
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
を
強
く
訴
え
、
優

先
的
な
予
算
配
分
な
ど
に
つ
い
て
、
機

会
を
捉
え
て
国
や
地
元
選
出
国
会
議
員

等
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
事
業
化
区
間
が
一

日
も
早
く
開
通
す
る
と
と
も
に
、
四
国

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
早
期
に
完
成

す
る
よ
う
、
高
知
県
や
沿
線
市
町
村
、

町
民
の
皆
様
と
緊
密
に
連
携
し
、
円
滑

な
事
業
進
捗
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

元
の
合
意
形
成
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
に
万
全
を
期
し
、
引
き
続
き
要

望
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
検
証
内
容
に
よ
り
、
計
画

変
更
等
を
Ｈ
Ｐ
等
で
公
表
し
て
い
る
。

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

一
般

質
問

小笠原　良  議員
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須川地区の須川魚道の対策は
　多額の建設費用が見込まれるため、現段階で
　設置することは非常に難しい／竹﨑町長

中川　和明  議員

須
川
地
区
の
須
川
魚
道

の
対
策
を
問
う

問　
須
川
地
区
住
民
か
ら
、
県
の
河
川

工
事
に
よ
り
川
の
流
れ
が
変
わ
り
、
堰

が
高
く
な
り
、
ア
ユ
な
ど
の
川
魚
が
上

流
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
訴
え

が
あ
り
、
町
長
、
副
町
長
、
担
当
課
、

全
議
員
で
現
地
を
視
察
し
、
堰
の
高
さ

が
２
ｍ
５０
㎝
位
あ
り
、
川
魚
が
上
が
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
早

急
に
県
に
要
請
し
、
対
策
を
求
め
る
べ

き
と
令
和
５
年
１２
月
に
一
般
質
問
し

た
。
ア
ユ
な
ど
は
生
ま
れ
た
場
所
に
し

か
遡
上
し
な
い
。
早
い
段
階
で
対
策
を

求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
対
策

を
と
っ
て
い
な
い
。
３
年
近
く
、
何
の

対
策
も
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
本
当
に

恥
ず
か
し
い
。
現
在
の
川
の
状
況
を
問

う
。

 

答　
久
武
地
域
振
興
課
長

　

令
和
５
年
１２
月
の
一
般
質
問
後
に
、

管
理
者
で
あ
る
高
知
県
に
、
原
因
の
一

つ
で
も
あ
る
河
床
低
下
に
つ
い
て
、
床

固
め
等
の
整
備
を
要
望
は
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
須
川
川
の
場
合
、
急
峻

な
河
川
で
あ
り
、
現
況
断
面
を
相
当
狭

め
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
整
備
は
難
し

い
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
現

在
は
、
頭
首
工
の
設
置
者
で
あ
る
本
町

が
、
河
床
低
下
対
策
と
し
て
魚
道
を
設

置
す
る
か
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い

る
。

　

魚
道
の
設
置
に
は
、
大
規
模
な
土
木

工
事
が
必
要
と
な
り
、
多
額
の
建
設
費

用
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
に
つ
い
て
も

有
利
な
補
助
事
業
が
な
い
か
模
索
し
、

最
適
な
整
備
手
法
と
財
源
確
保
の
あ
り

方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問　
答
弁
を
求
め
て
も
、
詭き

弁べ
ん

。
３
年

前
と
同
じ
答
弁
し
か
し
な
い
。
こ
う
い

う
対
策
を
す
る
と
答
弁
を
い
た
だ
い
た

ら
う
れ
し
い
の
に
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
検

討
し
て
予
算
、
そ
ん
な
話
が
あ
る
か
。

何
の
た
め
に
一
般
質
問
し
て
、
住
民
の

声
を
届
け
て
い
る
の
か
。

　
須
川
地
区
住
民
は
早
い
対
策
を
求
め

て
い
る
。

  答　
竹
﨑
町
長

　

魚
道
の
設
置
に
は
、
多
額
の
建
設
費

用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
町
単
独
で
行

う
こ
と
は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
有

利
な
補
助
事
業
が
な
い
た
め
、
現
段
階

で
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に

難
し
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た

い
。

　
東
浜
地
区
の
空
き
家
　

対
策
を
問
う

問　
空
き
家
と
な
っ
て
数
十
年
が
た
っ

て
お
り
、
セ
ン
ダ
ン
の
大
木
、
ま
た
草

木
の
葉
が
落
ち
、
害
虫
が
発
生
し
、
ネ

ズ
ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
蛇
、
小
動
物
、
イ

タ
チ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ま
た
鳥
の
す
み

か
に
な
っ
て
お
り
、
ム
ク
ド
リ
が
来
る

季
節
に
な
る
と
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
。

ま
た
ム
ク
ド
リ
の
ふ
ん
が
臭
く
て
周
辺

住
民
が
苦
し
ん
で
い
る
。
タ
バ
コ
な
ど

火
の
つ
い
た
ま
ま
投
げ
捨
て
れ
ば
、
火

災
が
発
生
し
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

早
期
に
対
策
を
取
り
、
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
の
が
行
政
の
仕
事
で
あ
る

と
一
般
質
問
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
が
目
に
見
え
て
こ
な
い
。

全
然
対
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
井
上
総
務
課
長

　

長
期
間
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
で
は
、
敷
地
内
の
樹
木
の
繁
茂
や
落

ち
葉
の
堆
積
に
よ
り
害
虫
が
発
生
し
、

ネ
ズ
ミ
や
小
動
物
の
す
み
か
と
な
る
ほ

か
、
鳥
類
の
飛
来
に
よ
る
騒
音
や
ふ
ん

害
、
さ
ら
に
枯
れ
草
や
落
ち
葉
の
堆
積

に
よ
る
火
災
発
生
の
危
険
性
、
景
観
の

悪
化
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
問
題
が
生

じ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

空
き
家
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
空
き

家
が
所
有
者
の
財
産
で
あ
り
、
財
産
権

や
所
有
権
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
適

切
に
管
理
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て

い
る
。

　

質
問
に
あ
っ
た
管
理
が
行
き
届
い
て

い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
住
民
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
現
地
確

認
を
行
う
と
と
も
に
所
有
者
の
把
握
に

努
め
、
適
切
な
管
理
を
求
め
る
文
書
通

知
や
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
情
報
を
元
に
連
絡
を

取
っ
て
対
応
は
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
町
道
な
ど
の
町
有
地
に
影

響
が
及
ん
で
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
了
承
を
得
た
う
え
で
、
必
要

な
範
囲
に
お
い
て
除
草
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
空
き
家
の
管
理
責

任
は
原
則
と
し
て
所
有
者
に
あ
る
た

め
、
相
続
未
登
記
や
所
有
者
不
明
と

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
対
応
が
難
し

い
場
合
も
あ
る
た
め
、
法
令
に
基
づ
く

調
査
を
行
い
、
相
続
人
の
確
認
や
適
正

管
理
の
指
導
を
進
め
る
な
ど
、
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
ム
ク
ド
リ
な
ど
に
よ
る
、
鳥

類
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
は
、
樹
木
の

剪せ
ん
て
い定

等
に
よ
り
、
飛
来
を
抑
制
で
き
る

場
合
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
樹
木

の
管
理
に
つ
い
て
も
、
所
有
者
に
対
し

て
適
切
な
管
理
を
求
め
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
者
を
紹
介
す
る
な

ど
、
個
々
の
案
件
に
応
じ
た
対
応
を
進

め
て
い
く
。

　

本
町
と
し
て
も
、
空
き
家
の
適
正
管

理
を
所
有
者
に
求
め
る
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
法
令
に
基
づ
く
措
置

を
検
討
し
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
の

保
全
と
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問　
空
き
家
は
法
的
に
問
題
が
あ
っ
た

に
し
て
も
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
情
報

も
あ
り
、
当
然
、
連
絡
は
つ
く
は
ず
。

連
絡
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
奈
半
利
町
独

自
の
条
例
を
作
り
、
対
策
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
を

聞
く
。

 

答　
竹
﨑
町
長

　

基
本
的
に
は
私
有
地
で
あ
り
、
私
有

地
は
そ
の
所
有
者
が
き
ち
ん
と
管
理
を

す
る
こ
と
が
大
原
則
で
あ
り
、
適
正
な

管
理
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
の
連

絡
、
通
知
な
ど
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
法

的
な
こ
と
も
踏
ま
え
研
究
し
、
条
例
の

検
討
も
し
て
い
き
た
い
。
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奈
半
利
町
の
出
産
等
に
お

け
る
補
助
制
度
に
つ
い
て

問　
出
産
等
に
お
け
る
国
、
県
、
奈
半

利
町
の
補
助
制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
、
詳
細
を
聞
き
た
い
。

答　
寺
村
住
民
福
祉
課
長

　

国
の
制
度
で
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援

給
付
制
度
が
あ
る
。
妊
婦
と
し
て
の
認

定
後
に
5
万
円
、
妊
娠
し
て
い
る
子
ど

も
の
人
数
1
人
あ
た
り
5
万
円
が
支
給

さ
れ
る
。
次
に
出
産
費
用
に
つ
い
て
、

出
産
時
に
子
1
人
に
つ
き
、
原
則
50
万

円
が
加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら
支
給

さ
れ
る
。そ
し
て
そ
の
他
制
度
と
し
て
、

県
の
補
助
制
度
、「
不
妊
治
療
支
援
事

業
」
が
あ
り
、町
も
独
自
制
度
と
し
て
、

県
の
こ
の
事
業
に
上
乗
せ
を
し
て
、
補

助
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
独
自

の
補
助
制
度
と
し
て
、「
出
産
祝
金
制

度
」
も
実
施
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新

生
児
1
人
に
つ
き
、
10
万
円
の
祝
い
金

を
支
給
し
て
い
る
。

問　
妊
婦
の
た
め
の
助
成
制
度
は
担
当

課
が
当
該
者
を
把
握
し
や
す
い
と
思
う

が
、
不
妊
治
療
に
関
し
て
は
、
町
独
自

の
助
成
制
度
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い

場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
助
成
制
度
の
こ

と
は
、
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
令
和
8
年
4
月
よ
り
、
不
妊

治
療
に
お
い
て
60
分
以
上
遠
方
の
医
療

機
関
に
通
う
場
合
、
交
通
費
が
助
成
さ

れ
る
し
、
妊
婦
検
診
や
産
後
ケ
ア
の
交

通
費
も
補
助
対
象
と
な
る
こ
と
も
聞
い

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
聞
き
た
い
。

答　
寺
村
住
民
福
祉
課
長

　

不
妊
治
療
事
業
は
県
の
事
業
に
上
乗

せ
を
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
の
方

の
広
報
が
ま
ず
あ
り
、
ま
た
医
療
機
関

の
方
に
も
周
知
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で

知
る
機
会
が
大
部
分
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
今
後
、
奈
半
利
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
、
奈
半
利

町
の
方
で
も
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
う
。
検
診
の
交
通
費
等
に
つ

い
て
は
、
妊
婦
検
診
は
14
回
分
の
実
質

無
料
の
券
が
、
妊
婦
の
方
に
配
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
芸

広
域
連
合
の
方
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

な
お
確
認
し
て
、
周
知
が
十
分
で
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、
働
き
か
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

奈
半
利
町
人
づ
く
り
奨
学

金
に
つ
い
て

問　
奈
半
利
町
人
づ
く
り
奨
学
金
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
支
援
対
象
校
に
大

学
校
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
大
学

校
は
省
庁
等
が
設
置
し
た
教
育
訓
練
施

設
だ
が
、
幹
部
候
補
生
を
育
成
す
る
と

も
聞
い
て
い
る
。
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
学
校

を
対
象
校
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
学
等
の
受
験
料
や
大
学
模
試
の
受
験

料
、
隣
の
田
野
町
の
よ
う
に
高
校
へ
の

通
学
費
も
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

答　
五
味
教
育
次
長

　

当
町
の
人
づ
く
り
奨
学
金
に
つ
い
て

は
、
国
の
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学

金
の
枠
内
、
い
わ
ゆ
る
文
部
科
学
省
が

認
定
し
た
学
校
と
い
う
く
く
り
で
支
給

し
て
お
り
、
こ
の
大
学
校
は
厚
生
労
働

省
が
所
管
の
訓
練
大
学
に
な
る
。

　

文
部
科
学
省
が
定
め
る
教
育
課
程
の

学
校
へ
修
学
す
る
者
へ
の
支
援
と
い
う

形
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
高
等
学
校
の
通
学
支
援
に
つ
い

て
は
、家
賃
補
助
と
も
関
係
し
て
く
る
。

一
律
に
通
学
費
の
支
援
は
、
公
平
性
で

い
う
と
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
高
校

へ
行
っ
て
い
な
く
て
も
、
高
校
生
年
代

の
方
に
も
、
1
人
当
た
り
年
間
5
万
円

と
い
う
こ
と
で
、
県
の
交
付
金
を
使
っ

て
拡
充
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
支
援

金
と
し
て
の
支
援
の
形
が
望
ま
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金

に
つ
い
て

問　
こ
の
た
び
の
国
か
ら
の
負
担
軽
減

交
付
金
総
支
給
額
は
、
計
算
に
よ
る
と

5
3
7
万
6
8
0
0
円
と
な
る
。ま
た
、

令
和
6
年
度
の
小
学
校
の
年
間
徴
収
給

食
費
は
約
4
9
0
万
円
だ
と
聞
い
て
お

り
、
8
年
度
の
年
間
徴
収
給
食
費
は
約

4
5
1
万
円
と
推
測
さ
れ
、
差
し
引
き

約
86
万
円
が
助
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
余
裕
の
で
き
た
約
86
万
円
を
中
学
校

の
給
食
費
の
軽
減
に
使
う
の
は
い
か
が

か
。
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答　
五
味
教
育
次
長

　

消
費
税
が
5
％
か
ら
10
％
に
改
定
さ

れ
て
も
、
食
材
費
、
燃
料
費
が
高
騰
し

て
も
値
上
げ
せ
ず
、
平
成
21
年
度
か
ら

単
価
を
据
え
置
き
、
子
育
て
世
帯
を
応

援
す
る
経
済
的
負
担
軽
減
策
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
国
の
負
担
軽

減
交
付
金
は
町
の
財
政
に
と
っ
て
も
有

利
な
政
策
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
完
全
無
償
化
を
実
現
す

る
に
は
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
や
、

将
来
に
お
い
て
財
政
計
画
と
の
整
合
性

を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
無
償
化
が
与
え
る
保
護
者
等
へ
の
経

済
面
以
外
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
し
て
今
後
も
、
本
町
の

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
お
い
し
い
給

食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
日
の
質
問
は
、
子
ど
も
を
安
全

に
産
み
育
て
る
た
め
の
提
案
で
あ
る
。

明
日
の
奈
半
利
町
の
礎
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
保
護
者
の
負
担
軽
減
と

な
り
、
当
町
へ
の
移
住
に
も
つ
な
が
る

か
も
し
れ
な
い
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
長

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答　
竹
﨑
町
長

　

人
口
減
対
策
の
中
で
、
出
産
か
ら
子

育
て
支
援
と
い
う
施
策
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
ど
う
い
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
を
今
後
も
研
究
、
追
求
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
し
か
し
財
源
が
、
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
財
源
の
確

保
が
非
常
に
大
変
な
と
こ
ろ
で
、
財
政

等
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
有
効
的
な
施

策
を
総
合
的
に
考
え
、
こ
の
子
育
て
支

援
を
今
後
と
も
、
研
究
、
追
求
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

出産から子育て支援強化により
　　　　移住促進につなげる考えは
出産・子育て支援は重要施策であり、財源を踏まえながら、
効果的な施策を総合的に研究していく／竹﨑町長

川島　巧  議員

◀ 議会だより　VOL.20115



人
口
減
対
策
に
つ
い
て

問　
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用
に

つ
い
て
問
う
。

　
現
在
、
奈
半
利
町
の
人
口
が
１
月
時

点
で
２
７
７
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
２

０
４
０
年
に
は
２
０
０
０
人
を
割
る
の

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
対
策

と
し
て
、基
本
目
標
に
稼
ぐ
、賑
わ
う
、

か
な
え
る
、
支
え
る
と
、
４
つ
の
目
標

を
掲
げ
て
い
る
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る

第
一
次
産
業
の
衰
退
に
よ
り
、
若
者
の

流
出
を
ど
の
よ
う
に
し
て
止
め
る
か
、

課
題
が
多
く
簡
単
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
国
、
県
と
し
て
も
人
口
減
少
対
策

に
重
点
配
分
す
る
、
元
気
な
未
来
構
想

戦
略
は
全
庁
的
に
施
策
を
展
開
し
、
重

点
支
援
地
方
交
付
金
の
想
定
以
上
に
配

分
額
が
示
さ
れ
、
人
口
減
対
策
の
総
額

は
６
５
６
億
円
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同

交
付
金
を
最
大
限
に
活
用
し
て
第
一
次

産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
人

口
減
対
策
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
国
県
の
補
助

金
に
奈
半
利
町
独
自
の
補
助
金
を
上
乗

せ
し
て
、
第
一
次
産
業
の
活
性
化
を
図

る
考
え
は
な
い
か
、
町
長
に
伺
う
。

　
答　
久
武
地
域
振
興
課
長

　

当
町
の
人
口
は
減
少
が
続
い
て
お

り
、
若
者
が
町
外
に
転
出
す
る
理
由
と

し
て
は
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
一
次
産

業
の
衰
退
も
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

　

当
町
と
し
て
は
総
合
的
な
視
点
に
立

ち
、
人
口
減
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

令
和
８
年
度
の
高
知
県
が
掲
げ
る
、

人
口
減
対
策
予
算
は
１３
億
円
で
あ
り
、

「
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
」
と
し

て
、
各
市
町
村
に
配
分
さ
れ
、
当
町
で

は
令
和
８
年
度
当
初
予
算
で
、
１
、
６

７
１
万
円
の
交
付
金
を
予
算
化
し
て
お

り
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
、
人
口
減

少
対
策
の
た
め
の
様
々
な
事
業
を
計
画

し
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
一
次
産
業

へ
の
直
接
的
な
補
助
に
使
う
こ
と
で
は

な
い
。

　

当
町
で
は
現
在
、
農
業
の
振
興
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
様
々
な
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。
補
助
金
も
国
や
県
の
補
助

制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
年
々
拡
充

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
は
１１
事
業

だ
っ
た
も
の
を
、
令
和
８
年
度
当
初
予

算
で
は
２１
事
業
ま
で
増
や
し
、
予
算
に

つ
い
て
も
令
和
６
年
度
の
４
、
７
０
０

万
円
か
ら
令
和
８
年
度
は
６
、
７
０
０

万
円
と
大
き
く
増
額
し
て
い
る
。
そ
の

効
果
も
あ
り
、
最
近
で
は
地
元
の
若
者

や
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
新
規
就
農

者
も
増
え
て
き
て
お
り
、
当
町
で
現

在
、
新
規
就
農
者
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
７
人
の
方
の
平
均
年
齢
は
３３
歳
と

若
く
、
今
後
に
向
け
て
、
明
る
い
希
望

も
見
え
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
農
業
に
特
化
し
た

専
門
の
指
導
員
を
雇
用
し
、
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
た
結
果
、
新
規
就

農
者
の
収
量
増
を
見
込
め
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
就
農
体
験
の
交

流
事
業
等
を
通
じ
、
奈
半
利
で
農
業
を

し
た
い
若
者
を
発
掘
し
、
人
口
減
対
策

を
し
た
い
と
考
え
る
。

問　
最
近
の
国
際
情
勢
が
大
変
不
透
明

に
な
り
、
物
価
高
騰
に
よ
り
、
賃
金
や

建
設
資
材
が
大
幅
な
値
上
が
り
と
な

り
、
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
一

次
産
業
、
農
業
活
性
化
支
援
事
業
、
少

子
化
対
策
な
ど
に
重
点
支
援
地
方
交
付

金
が
活
用
で
き
れ
ば
、
若
者
の
規
模
拡

大
、
ま
た
若
者
が
地
域
に
残
っ
て
事
業

を
開
始
で
き
、
雇
用
の
強
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
。

　
若
者
の
定
住
を
図
る
に
は
、
次
世
代

ハ
ウ
ス
そ
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
次
世
代
ハ
ウ
ス
、
ス
マ
ー
ト
農
業

を
こ
の
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。
そ
し
て
個
人
で

事
業
を
起
こ
す
に
は
相
当
な
額
の
金
額

が
い
る
た
め
、
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
、
そ
こ
で
研
修
を
し
て
、
あ
る
程

度
の
技
術
が
つ
け
ば
、
ま
た
新
し
い
事

業
を
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
形
が
、
今

の
段
階
で
は
必
要
だ
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。

答　
島
岡
地
域
振
興
参
事

　

新
規
就
農
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
で

は
、
現
在
計
画
し
て
い
る
の
は
、
新
規

就
農
者
は
農
業
研
修
生
と
し
て
、
な
は

り
の
郷
の
ハ
ウ
ス
で
研
修
を
行
い
、
研

修
終
了
後
、
独
立
就
農
と
い
う
形
で
、

町
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
で
２
年
間
実
績
を

残
し
、
技
術
や
経
営
力
を
磨
い
て
、
そ

の
後
、
補
助
金
を
導
入
し
、
ハ
ウ
ス
を

建
て
る
と
い
う
形
が
一
般
的
な
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

問　
今
後
、若
者
が
奈
半
利
に
定
住
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、多
額
の
資

金
が
必
要
に
な
り
、そ
れ
と
同
時
に
ス

マ
ー
ト
農
業
、次
世
代
ハ
ウ
ス
を
進
め

な
け
れ
ば
、若
者
は
な
か
な
か
定
住
し

な
い
と
考
え
る
が
、町
と
し
て
も
支
援

で
き
な
い
か
問
う
。

答　
竹
﨑
町
長

　

当
町
の
場
合
、
い
ろ
い
ろ
と
新
規
就

農
者
へ
の
支
援
策
が
あ
り
、
施
設
園
芸

に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
実
績
を
作
っ

た
と
し
て
も
、
独
り
立
ち
す
る
に
は
自

社
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
就
農
し
て
い
る
。

こ
こ
が
一
定
の
節
目
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル

と
な
る
。

　

園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
整
備
事
業
に
つ
い

て
も
、町
の
補
助
の
部
分
の
率
を
上
げ
、

他
町
村
と
比
べ
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

補
助
率
に
し
て
い
る
。

　

あ
く
ま
で
も
支
援
な
の
で
、
助
成
で

あ
り
、
自
己
責
任
で
き
ち
ん
と
や
っ
て

い
く
に
は
、
自
分
の
資
本
も
投
資
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
責
任
を
持
っ
た
経
営

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
我
々
も
支
援
の
努
力
は
今
後

も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
も
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
も
農
業
だ
け
で
は
な
く
、移
住
、

定
住
に
伴
い
、
奈
半
利
町
で
安
全
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
に
い

ろ
ん
な
支
援
策
を
今
後
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

人口減対策とし､ 一次産業の活性化を
　図る奈半利独自の新しい事業の考えは
当町では独自の支援を行い､ 若者の担い手も増えている｡
　今後も総合的にいろんな支援策を考えていきたい／竹﨑町長

坂本　年男  議員
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国民年金保険料の納付は
口座振替での前納・早割が便利でお得です！

早割は月60円（年間720円）お得！

●●通常の口座振替(翌月末振替) ●●早割(当月末振替)

5月末振替（2カ月分振替）

４月分(通常) ５月分(早割) ６月分(早割)

５月末振替 ６月末振替 6月末振替

４月分 ５月分 ６月分

＊保険料は毎年度変わります。記載の国民年金保険料は令和８年度のものです。

●●６カ月前納

口座振替で前納

1,220円割引

現金で毎月納付

●●１年前納

口座振替で前納現金で毎月納付

17,370円割引

現金で毎月納付する場合

●●２年前納、２年前納（４月開始）

口座振替で前納

[例：５月分から早割適用の場合]

各月 60 円割引

６カ月分、１年分、2年分をまとめて前納はさらにお得！

国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に口座振替する方法のことを「早割」と
いいます。なお、現金納付の場合は、当月末までに納付していただいても割引はありません。

口座振替の前納・早割を利用すると、国民年金保険料が割引されます。

4,510円割引

417,150円

＊早割申込後の最初の口座振替は、前月分（割引なし）と当月分（60円
割引）の２カ月分となり、その後は当月分（60円割引）の１カ月分と
なります。

「口座振替」に関する詳しい内容は、日本年金機構ホームページをご確認ください。
日本年金機構ホームページ https://www.nenkin.go.jp/ 日本年金機構 検 索

17,920円

107,520円 215,040円

17,920円 17,920円 17,920円 17,860円

106,300円 210,530円

17,860円

434,520円

＊6カ月分（上期：4月～9月分、下期：10月～翌年3
月分）の保険料を上期は4月末日に、下期は10月末
日にまとめて振替します 。

＊1年分（4月～翌年3月分）の保険料を4月末日にま
とめて振替します 。

・令和8年度保険料17,920円×12カ月分と
・令和9年度保険料18,290円×12カ月分の合計

＊2年分（4月～翌々年3月分）の保険料を4月末日にまとめて振替します 。

◀ なはり広報　NO.36617



出
納
室
の
主
な

業
務

●
出
納
事
務
に

関
す
る
こ
と

議
会
事
務
局
の

主
な
業
務

●
議
会
事
務
に

関
す
る
こ
と

●
監
査
事
務
に

関
す
る
こ
と

職
　名 

　氏
　名

課
長 

寺
村
　光
志

課
長
補
佐 

笹
岡
亜
樹
雄

副
参
事 

近
藤
　昭
彦

主
監 

吉
田
　侑
右

主
監 

西
内
　康
佑

主
任 

弘
田
　二
紀

主
幹 

西
村
　那
月

主
幹 

三
好
　
　楓

主
事 

吉
村
　舞
香

主
事
補 

竹
村
信
太
郎

総
務
課
の
主
な
業
務

●
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

　国
民
健
康
保
険
税
な
ど
、
税
金
に
関
す
る
こ
と

●
財
政
、
予
算
編
成
に
関
す
る
こ
と
　

●
消
防
、
防
災
に
関
す
る
こ
と

●
広
報
広
聴
に
関
す
る
こ
と

●
情
報
化
に
関
す
る
こ
と

●
人
事
、
研
修
、
職
員
採
用
に
関
す
る
こ
と

●
交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と

●
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

職
　名 

　氏
　名

課
長 

畠
中
　敏
幸

課
長
補
佐 

坂
本
　久
美

調
整
監 

大
西
　広
見

主
監 

東
野
　浩
好

主
監 

濱
渦
　
　大

主
任 

高
橋
　
　結

主
任 

土
居
　千
早

主
任 

西
野
　貴
仁

主
任 

市
川
　伊
代

主
任 

加
納
　真
穂

主
事
補 

竹
内
　結
那

駐
在
保
健
師 

安
岡
　
　薫

清
掃
員 

野
口
　豊
昭

清
掃
員 

松
村
　浩
二

住
民
福
祉
課
の
主
な
業
務

●
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
登
録

　等
に
関
す
る
こ
と

●
環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と

　（ご
み
収
集
等
に
関
す
る
こ
と
）

●
墓
地
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と

●
町
営
住
宅
等
に
関
す
る
こ
と

●
後
期
高
齢
者
医
療
、
各
種
福
祉

　医
療
等
に
関
す
る
こ
と

●
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

●
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

●
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と

●
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

●
保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に 

　関
す
る
こ
と

●
各
種
福
祉
医
療
の
給
付
に
関
す 

　る
こ
と

●
保
健
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
そ
の
他
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と

地
方
創
生
課
の
主
な
業
務

●
移
住
、
定
住
に
関
す
る
こ
と

●
観
光
振
興
に
関
す
る
こ
と

●
総
合
計
画
等
に
関
す
る
こ
と

●
施
策
の
企
画
・
総
合
調
整
に

関
す
る
こ
と

●
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
関
す

る
こ
と

●
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る
こ

と
●
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
関
す
る
こ
と

職
　名 

　氏
　名

課
長 

利
岡
　篤
史

参
事 

島
岡
　秀
夫

課
長
補
佐 

入
交
　
　宏

調
整
監 

久
武
　禎
志

主
任 

安
岡
　一
也

主
幹 

西
野
　将
太

主
事 

井
上
　丈
哉

主
事
補 

山
中
　琉
生

地
域
振
興
課
の
主
な
業
務

●
農
業
振
興
等
、
農
政
に
関
す
る
こ
と

●
水
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

●
林
業
、
畜
産
に
関
す
る
こ
と

●
土
木
、
建
設
に
関
す
る
こ
と

●
建
築
に
関
す
る
こ
と

●
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
町
有
財
産
等
の
管
理
に
関
す
る
こ
と

●
地
籍
情
報
管
理
に
関
す
る
こ
と

担
当
業
務

●
農
業
者
等
へ
の

指
導
、
育
成
支

援
に
関
す
る
こ

と
●
移
住
・
定
住
に

関
す
る
こ
と

職
　名 

　氏
　名

課
長 

小
野
　丈
徳

課
長
補
佐 

宮
地
　謙
輔

主
監 

中
島
　
　晃

主
任 

山
脇
　智
也

主
任 

山
崎
　瑞
寛

主
任 

有
光
　健
太

職
　名 

　氏
　名

園
長 

前
田
　久
尚

保
育
主
任 

久
武
　直
子

管
理
主
任 

大
井
　章
稔

（
乳
児
部
） 

保
育
教
諭 

笹
岡
　
　京

〃 

川
崎
　勇
人

〃 

岡
村
か
え
で

〃 

門
脇
　李
奈

（
幼
稚
部
）

保
育
教
諭 

松
尾
　浩
一

〃 

上
本
　愛
海

〃 

植
田
沙
也
伽

職
　名 

 

　氏
　名

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

實
重
　
　優 

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

井
出
風
之
介

教
育
委
員
会
の
主
な
業
務

●
学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

●
認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
こ

と
●
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と

●
社
会
体
育
に
関
す
る
こ
と

●
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と

●
文
化
財
に
関
す
る
こ
と

●
国
際
交
流
事
業
に
関
す
る
こ

と
●
町
民
会
館
の
管
理
運
営
に
関

す
る
こ
と

職
　名 

　氏
　名

教
育
次
長 

五
味
　雅
仁

次
長
補
佐 

丸
下
　咲
紀

主
監 

東
野
　志
保

主
任 

梶
原
　智
樹

主
事
補 

天
野
　恵
太

主
事
補 

長
谷
川
昂
詩

職
　名 

　氏
　名 

派
遣
先

園
長 

礒
部
　敏
幸 

愛
光
園

事
務
局
長 

井
上
　
　明 

中
芸
介
護
公
社

主
監 

島
岡
　亜
紀 

中
芸
広
域
連
合
　介
護
・
保
健
福
祉
課
（
馬
路
村
駐
在
）

主
監 

安
岡
　有
実 

中
芸
広
域
連
合
　介
護
・
保
健
福
祉
課

主
監 

安
岡
　
　薫  

中
芸
広
域
連
合
　介
護
・
保
健
福
祉
課
（
奈
半
利
町
駐
在
）

主
任 

横
田
　美
月 

中
芸
広
域
連
合
　介
護
・
保
健
福
祉
課

主
任 

久
保
　昌
弘 

安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
（
債
権
管
理
機
構
）

主
幹 

西
森
　凌
賀 

高
知
県
人
づ
く
り
広
域
連
合

職
　名 

　氏
　名

集
落
支
援
員 

小
松
　秀
雄

集
落
支
援
員 

小
松
　
　恵

職
　名 

　氏
　名

会
計
管
理
者 

山
中
　
　梢

主
任 

田
所
　由
佳 

職
　名 

　氏
　名

局
長 

和
田
　正
樹

議会事務局
☎0887-38-8183

総務課
☎0887-38-4011

出納室
☎0887-38-8185

住民福祉課
☎0887-38-4012

地域振興課
☎0887-38-8182

地方創生課
☎0887-38-7775

教育委員会
☎0887-38-8188

認定こども園なはり
☎0887-38-7955派遣職員

　

集落支援員地域おこし
協力隊

町
　長  

竹
﨑
　和
伸 

副
町
長  

太
田
　達
也 

教
育
長  

濱
内
　恵
一 

令
和
８
年
度

奈
半
利
町
職
員
配
置

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
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出
納
室
の
主
な

業
務

●
出
納
事
務
に

関
す
る
こ
と

議
会
事
務
局
の

主
な
業
務

●
議
会
事
務
に

関
す
る
こ
と

●
監
査
事
務
に

関
す
る
こ
と

職
　名 

　氏
　名

課
長 

寺
村
　光
志

課
長
補
佐 

笹
岡
亜
樹
雄

副
参
事 

近
藤
　昭
彦

主
監 

吉
田
　侑
右

主
監 

西
内
　康
佑

主
任 

弘
田
　二
紀

主
幹 

西
村
　那
月

主
幹 

三
好
　
　楓

主
事 

吉
村
　舞
香

主
事
補 

竹
村
信
太
郎

総
務
課
の
主
な
業
務

●
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

　国
民
健
康
保
険
税
な
ど
、
税
金
に
関
す
る
こ
と

●
財
政
、
予
算
編
成
に
関
す
る
こ
と
　

●
消
防
、
防
災
に
関
す
る
こ
と

●
広
報
広
聴
に
関
す
る
こ
と

●
情
報
化
に
関
す
る
こ
と

●
人
事
、
研
修
、
職
員
採
用
に
関
す
る
こ
と

●
交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と

●
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

職
　名 

　氏
　名

課
長 

畠
中
　敏
幸

課
長
補
佐 

坂
本
　久
美

調
整
監 

大
西
　広
見

主
監 

東
野
　浩
好

主
監 

濱
渦
　
　大

主
任 

高
橋
　
　結

主
任 

土
居
　千
早

主
任 

西
野
　貴
仁

主
任 

市
川
　伊
代

主
任 

加
納
　真
穂

主
事
補 

竹
内
　結
那

駐
在
保
健
師 

安
岡
　
　薫

清
掃
員 

野
口
　豊
昭

清
掃
員 

松
村
　浩
二

住
民
福
祉
課
の
主
な
業
務

●
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
登
録

　等
に
関
す
る
こ
と

●
環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と

　（ご
み
収
集
等
に
関
す
る
こ
と
）

●
墓
地
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と

●
町
営
住
宅
等
に
関
す
る
こ
と

●
後
期
高
齢
者
医
療
、
各
種
福
祉

　医
療
等
に
関
す
る
こ
と

●
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

●
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

●
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と

●
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

●
保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に 

　関
す
る
こ
と

●
各
種
福
祉
医
療
の
給
付
に
関
す 

　る
こ
と

●
保
健
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
そ
の
他
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と

地
方
創
生
課
の
主
な
業
務

●
移
住
、
定
住
に
関
す
る
こ
と

●
観
光
振
興
に
関
す
る
こ
と

●
総
合
計
画
等
に
関
す
る
こ
と

●
施
策
の
企
画
・
総
合
調
整
に

関
す
る
こ
と

●
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
関
す

る
こ
と

●
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る
こ

と
●
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
関
す
る
こ
と

職
　名 

　氏
　名

課
長 

利
岡
　篤
史

参
事 

島
岡
　秀
夫

課
長
補
佐 

入
交
　
　宏

調
整
監 

久
武
　禎
志

主
任 

安
岡
　一
也

主
幹 

西
野
　将
太

主
事 

井
上
　丈
哉

主
事
補 

山
中
　琉
生

地
域
振
興
課
の
主
な
業
務

●
農
業
振
興
等
、
農
政
に
関
す
る
こ
と

●
水
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

●
林
業
、
畜
産
に
関
す
る
こ
と

●
土
木
、
建
設
に
関
す
る
こ
と

●
建
築
に
関
す
る
こ
と

●
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
町
有
財
産
等
の
管
理
に
関
す
る
こ
と

●
地
籍
情
報
管
理
に
関
す
る
こ
と

担
当
業
務

●
農
業
者
等
へ
の

指
導
、
育
成
支

援
に
関
す
る
こ

と
●
移
住
・
定
住
に

関
す
る
こ
と

職
　名 

　氏
　名

課
長 

小
野
　丈
徳

課
長
補
佐 

宮
地
　謙
輔

主
監 

中
島
　
　晃

主
任 
山
脇
　智
也

主
任 
山
崎
　瑞
寛

主
任 

有
光
　健
太

職
　名 

　氏
　名

園
長 

前
田
　久
尚

保
育
主
任 

久
武
　直
子

管
理
主
任 

大
井
　章
稔

（
乳
児
部
） 

保
育
教
諭 

笹
岡
　
　京

〃 

川
崎
　勇
人

〃 

岡
村
か
え
で

〃 

門
脇
　李
奈

（
幼
稚
部
）

保
育
教
諭 

松
尾
　浩
一

〃 

上
本
　愛
海

〃 

植
田
沙
也
伽

職
　名 

 

　氏
　名

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

實
重
　
　優 

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

井
出
風
之
介

教
育
委
員
会
の
主
な
業
務

●
学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

●
認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
こ

と
●
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と

●
社
会
体
育
に
関
す
る
こ
と

●
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と

●
文
化
財
に
関
す
る
こ
と

●
国
際
交
流
事
業
に
関
す
る
こ

と
●
町
民
会
館
の
管
理
運
営
に
関

す
る
こ
と

職
　名 

　氏
　名

教
育
次
長 

五
味
　雅
仁

次
長
補
佐 

丸
下
　咲
紀

主
監 

東
野
　志
保

主
任 

梶
原
　智
樹

主
事
補 

天
野
　恵
太

主
事
補 

長
谷
川
昂
詩

職
　名 

　氏
　名 

派
遣
先

園
長 

礒
部
　敏
幸 

愛
光
園

事
務
局
長 

井
上
　
　明 

中
芸
介
護
公
社

主
監 

島
岡
　亜
紀 

中
芸
広
域
連
合
　介
護
・
保
健
福
祉
課
（
馬
路
村
駐
在
）

主
監 

安
岡
　有
実 

中
芸
広
域
連
合
　介
護
・
保
健
福
祉
課

主
監 
安
岡
　
　薫  

中
芸
広
域
連
合
　介
護
・
保
健
福
祉
課
（
奈
半
利
町
駐
在
）

主
任 
横
田
　美
月 

中
芸
広
域
連
合
　介
護
・
保
健
福
祉
課

主
任 
久
保
　昌
弘 

安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
（
債
権
管
理
機
構
）

主
幹 

西
森
　凌
賀 

高
知
県
人
づ
く
り
広
域
連
合

職
　名 

　氏
　名

集
落
支
援
員 

小
松
　秀
雄

集
落
支
援
員 

小
松
　
　恵

職
　名 

　氏
　名

会
計
管
理
者 

山
中
　
　梢

主
任 

田
所
　由
佳 

職
　名 

　氏
　名

局
長 

和
田
　正
樹

議会事務局
☎0887-38-8183

総務課
☎0887-38-4011

出納室
☎0887-38-8185

住民福祉課
☎0887-38-4012

地域振興課
☎0887-38-8182

地方創生課
☎0887-38-7775

教育委員会
☎0887-38-8188

認定こども園なはり
☎0887-38-7955派遣職員

　

集落支援員地域おこし
協力隊

町
　長  

竹
﨑
　和
伸 

副
町
長  

太
田
　達
也 

教
育
長  

濱
内
　恵
一 

令
和
８
年
度

奈
半
利
町
職
員
配
置

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
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～滞納ゼロへの道のり～【その1】　
滞納ゼロが地域を創り福祉を守ります

◎　町の債権（町税、住宅使用料、水道使用料など）の回収収納に関しては、例年、地域住
民や各種団体に向けた要請を行ってきました。8年度も改めてのお願いです。

　7年度の結果をまとめますと次の通りです。
①全債権ともに数値が向上しており、これまでで「滞納額は最少、収入率は最高」
　この成果は、債権担当者の努力と、住民の協力によって得られている。
②向上したとはいえ、5債権合計では570万円もの滞納を抱えており、まだまだ改善を要する。

　まず、下表で 3年間の「収納実績」をご覧ください。

　滞納は、行政や地域にとっていろんな負担を与え問題を発生させていることはご承知かと思います。
　よって、公平性の確保のためにも、滞納に対しては法的措置も含めた厳しい措置を執行せざるを得ません。
　また、滞納は、国民の義務にも違反するもので、社会人として厳に慎む行為です。心していただくことを願っ
ています。
　もちろん、納付に困難な事情がありましたら、その内容に応じて、こうした措置の適用を避けることも可能で
す。困難事情についてのご一報をお待ちしております。
　困難ではあっても自主納付による収納率100％を目指しています。町民の方々のご協力をお願いするものです。

◎奈半利町は、「滞納ゼロ」を町の大きな目標として掲げています。
　今回は、滞納ゼロ作戦について、行政と住民それぞれへに向けた解消対策、方針を考えて
いただくものです。
　まず、住民の皆様への対応方針です。

　安芸市に新しく看護学校のサテライト教室を開設予定です。3年制の看護師養成課程で、令和8年度に第
1期生の募集が始まります。座学は高知市にある本校からのオンライン授業が受けられ、演習は安芸市の
実習室でじっくり学べます。病院実習は地域の医療機関で実施しますので、実際の現場を体験しながら成
長できます。県と町の奨学金を両方利用でき、東部地域の病院で一定期間勤務すると返済が免除になる安
心の制度もあります。地元で看護師になりたい高校生にぴったりのチャンスです。ぜひご検討ください！

　　　　　　　　■連絡先　　県奨学金（高知県医療政策課）　　088－823－9649
　　　　　　　　　　　　　　町奨学金（奈半利町住民福祉課）　0887－38－4012

地元で学べる！
看護学校東部サテライト教室、令和9年4月開校予定
地元で学べる！
看護学校東部サテライト教室、令和9年4月開校予定

区分 R5年度 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7
調定額 住

宅

5,622 4,878 4,770 奨
学
資
金

292 274 169 下

水

道

400 414 407

収入額 4,365 4,374 4,345 179 218 137 377 406 400

滞納額 1,257 504 424 112 56 32 23 7 7

収入率 77.6% 89.7% 91.1% 61.4% 79.5% 81.1% 94.2% 98.2% 98.2%

調定額 上

水

道

2,783 2,990 3,605 給
　

食

543 1,018 942 ＊現年滞繰の合計値
＊R7は見込値
＊単位：万円

収入額 2,653 2,874 3,518 518 995 940

滞納額 130 115 86 24 23 21

収入率 95.3% 96.1% 87.6% 95.4% 97.7% 99.8%
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　この制度は、全世代や企業の皆さまから支援金を拠出していただき、それによる子育て世帯に対
する給付の拡充を通じて、子どもや子育て世帯を社会全体で支援する仕組みです。
　これに伴い、令和8年度より皆さまが加入している医療保険の保険料に子ども・子育て支援金分
が上乗せされます。これは国民健康保険だけでなく、他の公的医療保険（健康保険・共済組合・国
民健康保険組合・後期高齢者医療保険等）に加入されている方も同様です。
　国民健康保険については、従来の保険税（医療給付費分・後期高齢者支援金分・介護納付金分）
と合算して、子ども・子育て支援金分をお支払いしていただきます。負担額は前年度の所得に応じ
て異なります。
　※ただし、18歳未満の子どもは子ども・子育て支援金のうち、均等割額は10割軽減され、18歳以上の方
に、18歳以上均等割として負担していただきます。
　令和8年度の国民健康保険税の税率は下記の表のとおりです。

　後期高齢者医療制度の保険料率については、法律に基づき、２年に一度見直しを行うこととなっ
ています。
　令和８・９年度の保険料率については、基金を活用したうえで、以下のとおり見直しました。高
知県の後期高齢者の医療費は毎年増加しているため、医療保険が負担する費用も増加しています。
将来にわたって、安定した制度運営を行い、被保険者の皆さまに安心して医療を受けていただくた
め、ご理解をお願いいたします。
　また、令和８年度からは子ども・子育て支援金制度が始まります。子ども・子育て支援金制度
は、全ての世代や企業から拠出された支援金を、子育て施策の拡充に充てるもので、子どもや子育
て世帯を社会全体で支える制度です。

 令和８年度の個々の保険料額につきましては、前年（令和７年）中の所得が確定した後、基礎賦課分及び
子ども・子育て支援納付金分それぞれで計算が行われ、次の方法により７月初旬に決定する予定です。

　子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律の施行に伴い、こども未来戦略「加速度プラン」
で定められた子育て支援を拡充するため、「子ども・子育て支援金制度」が始まりました。

医療給付費分：0～74歳の方が対象 後期高齢者支援金分：０～７４歳の方が対象
 
所　得　割

 均　等　割 平　等　割
  1人当たり 1世帯当たり
 8．00％ 29，000円 23，000円

 
所　得　割

 均　等　割 平　等　割
  1人当たり 1世帯当たり
 2．80％ 10，000円 9，000円

介護納付金分：40～64歳の方が対象
 
所　得　割

 均　等　割 平　等　割
  1人当たり 1世帯当たり
 2．50％ 15，000円 －

子ども・子育て支援金：0～74歳の方が対象
 
所　得　割

 均　等　割 18歳以上均等割
  1人当たり 1人当たり
 0．26％ 1，500円 100円

令和６・７年度の保険料率

●被保険者均等割額　56,000円　●所得割率　10.78％　●賦課限度額　80万円

令和８・９年度の保険料率

【基礎賦課分】（令和８・９年度共通）
●被保険者均等割額　60,400円　●所得割率　10.31％　●賦課限度額　85万円

【子ども・子育て支援納付金分】（令和８年度）
●被保険者均等割額　1,393円　●所得割率　0.24％　●賦課限度額　２万１千円

国保における「子ども・子育て支援金制度」について国保における「子ども・子育て支援金制度」について

後期高齢者医療制度の令和８・９年度の保険料率が決まりました
令和８年度から子ども・子育て支援金が始まります
後期高齢者医療制度の令和８・９年度の保険料率が決まりました
令和８年度から子ども・子育て支援金が始まります
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大雨による川の増水にご注意！大雨による川の増水にご注意！

●今年もまもなく梅雨入り・前線の通過およ
び台風を迎える時期となり、奈半利川流域で
も集中並びにゲリラ豪雨が発生し川の水が
増えることが予想されます。

●上流域での集中・ゲリラ豪雨により、急激な
増水が下流域で発生することがあります。ま
た、上流域で雨が降らなくとも下流域の雨だ
けで川が増水することもあります。

●近年激甚化する水害に備え、大雨が予測さ
れた場合に事前にダムの水位を下げてお
く取り組みとして「事前放流」を行うこと
がありますのでご注意ください。

●事前放流は大雨が降る前に開始しますが、
ゲート操作や周知方法は従来の放流と変
わりません。

事前放流の運用開始について

流域のみなさんへのお知らせの方法

スピーカー放送 サイレン（６０秒） 休止（３０秒） サイレン（６０秒）

電源開発株式会社　高知電力所　　℡ 0887－38－4003

○増水によりダムから水を流している期間：回転灯と電光板を点灯
•ダムから水を流している間はサイレン局の回転灯が回り続け、電光板でも表示します。終了し
た際は、回転灯は停止、電光板は表示を止めます。

大雨による奈半利川の水の増え方

○増水によりダムから流した水が到達する時：スピーカー放送とサイレン吹鳴
•増水によりダムから流した水は徐々に下流へ流れてきますが、水が流れてくる前にサイレン
局のスピーカーで放送した後、引き続きサイレンを2回鳴らしてお知らせします。

上流域で増水した時のダムの運用
●上流域で大雨が降った場合、魚梁瀬ダム・久木ダム・平鍋ダムには大量の水が流れ込み、この
増水をダムから流すことがあります。

●ダムから水を流し始める時やダム放流量10m3/s未満が続いた後にダム放流量を増やす時は、ダム下流のみ
なさんにサイレン局の放送とサイレンでお知らせします。この際、下流に向け順にパトロールも行っています。

※各ダム状況は、「高知県水防情報システム」からも確認いただけます。

　■各ダム状況や長山発電所の発電予定のお問い合わせは
　　「電源開発テレホンサービス」まで。
　　　錆 0120－780－328　または　　 0887－38－2525　

高知県水防情報システム
 QRコード

奈半利町物価高騰対策地域振興券　取扱事業者一覧奈半利町物価高騰対策地域振興券　取扱事業者一覧
令和８年5月8日時点　

アケミ美容室 天 野 理 容 室 イタリア食堂トンノ
いないいないＢＡＲ エンジェル 大寺畳店

おかもと酒店 株式会社　東山薬局 株式会社みなみ
株式会社フジ　マルナカ奈半利店 喫茶　ホワイト 喫茶　メナド

気ままsweets　甘音 クリーニングトクヒサ　マルナカ奈半利店 高知県農業協同組合中芸営農センター　あいあい広場
高知県農業協同組合中芸営農センター　奈半利事業所 高知新聞奈半利販売所 合同会社　ねこのて

合同会社　美容室DELCO コーナンホームストック奈半利店 小僧寿し　奈半利店
小松たばこ店 佐川車輌整備 酒菜食堂　笑福
食事処　楽園 寿司割烹　長門 スナック　絵梨花
武内アルミ ドライブイン　なぎさ 豚福亭

奈半利のおかって 西山料理店 農家食堂　まえまき
能勢石油店 呑喰処　えん 野村家具店

葉牡丹 有限会社　パルテショウエイ ひがしの商店
東山薬局　西店 ビボーン ビューティーサロン　まつむら

美容室ASH ひろせ文具店 ふくちゃん青果
物産館　無花果 プライベートリトリート・スーパー遍路宿加領郷 ベーカリー・カフェ・パンセ
細川の散髪屋 ほっかほっか亭奈半利店 ホテルなはり

真澄電気工事店 松岡ガス店 松岡理容所
松村海産株式会社 御厨屋 みやお珈琲

メガネハウスやまなか めっせーじ 有限会社ショップ　ヨシダ
有限会社　別府機械 有限会社　南燃料設備 ローソン奈半利町店

わか理容院
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　奈半利町では、飼い主のいない猫（野良猫）の増加を抑え、地域の快適な生活環境の保全を図
ることを目的として、地域猫活動を行う地域猫活動団体（3人以上）またはTNR活動に取り組む
個人に対して、不妊去勢手術費用等の一部を予算の範囲内で補助金を交付します。　

☆地域猫活動とは、地域猫活動団体（3人以上）が、飼い主のいない猫に不妊去勢手術を施した
うえで、また元の場所に戻し、それらの猫に対して地域の理解のもとに、給餌やふん尿の後始
末などの適切な管理を行うなど、それらの猫を終生面倒を見ていく活動です。

☆TNR活動とは、個人の方が飼い主のいない猫に不妊去勢手術を施したうえで、また元の場所に
戻す活動のみのことです。

　
　補助金の交付を受けようとする団体または個人の方は、必ず不妊去勢手術を実施する前に補助
金交付申請の手続きを行ってください。
　補助金の申請手続きまたは問い合わせ先  奈半利町役場 住民福祉課　℡ 38ｰ4012

　なお、現在、奈半利町内に地域猫活動団体として地域猫活動に取り組んでいる方々がおります
ので、活動内容などを詳しく知りたい方は、次の連絡先までお問い合わせください。

　●お問い合わせ先　なはり地域猫の会「にゃーこのしっぽ」 ℡ 070－2643－2833

乳幼児健診日程乳幼児健診日程

奈半利町地域猫活動等支援事業費補助金について奈半利町地域猫活動等支援事業費補助金について

■乳幼児健診　　　受付／ 1３：００～ 13：15　診察／ 14：00～

■1歳6カ月健診・3歳児健診　　受付／ 12：45～ 13：00
　歯科診察／ 13：30～14：00　　小児科健診／ 14：00～ 15：30

と　き ６月１０日（水） ７月１５日（水）
ところ  　　　奈半利町防災センター
対　象 　　　　　　4カ月、6・7カ月、10カ月、12カ月

と　き
ところ

対　象 １歳６カ月児（令和６年11月生まれ）
３歳児（令和５年３月生まれ）

１歳６カ月児（令和６年10月生まれ）
３歳児（令和５年2月生まれ）

７月１5日（水）６月１０日（水）

奈半利町防災センター

対象の方には通知をいたします。

※R８年度より、乳児健診と１歳６カ月児健診・３歳児健診を同日に実施しています。

 区　分 メス猫 オス猫
 地域猫活動 16,000円 10,000円
 ＴＮＲ活動 10,000円 6,000円

補助金額（不妊去勢手術）

令和８年度行政相談所開設予定表令和８年度行政相談所開設予定表
開設場所 時　間月 日 曜日 他の相談所との併設の場合○で囲む 備考

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

18

16

20

17

15

19

17

21

18

18

木

木

木

木

木

木

木

木

木

木

福祉センター相談室

保健センター相談室

福祉センター相談室

保健センター相談室

福祉センター相談室

保健センター相談室

福祉センター相談室

保健センター相談室

福祉センター相談室

保健センター相談室

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

人権、心配ごと

人権、心配ごと

人権、心配ごと

人権、心配ごと

人権、心配ごと

人権、心配ごと

人権、心配ごと

人権、心配ごと

人権、心配ごと

人権、心配ごと

第３木曜日

第３木曜日

第３木曜日

第３木曜日

第３木曜日

第３木曜日

第３木曜日

第３木曜日

第３木曜日

第３木曜日
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エネルギー：176kcal　たんぱく質：19．5ｇ　脂質：
3．8ｇ　カルシウム：240ｍｇ　食塩相当量：1．1ｇ

さばの水煮缶
…………………180g

トマト
………… 1個（160g）

めんつゆ（3倍濃縮）
……………… 小さじ1

作り方
トマトは3㎝角に切ります。

耐熱ボウルにさば水煮缶を汁ごと入れ、トマト、め
んつゆを加えます。全体を軽くまぜ、ふんわりと
ラップをかけます。

電子レンジで3分加熱します。トマトがくたっとした
ら出来上がりです。

2

1

3

材料（2人分）

遅い時間になった時の食事メニューの紹介遅い時間になった時の食事メニューの紹介 さば缶とトマトのレンジ煮
材料は３つだけ。さば缶のたんぱく
質と良質な脂質を手軽に補える一
品です。トマトのうま味とほどよい
酸味がさばとよく合います！

～生活リズム・ライフスタイルとの
バランス～　

ちょうどよいバランスの食生活ちょうどよいバランスの食生活 

軽食を食べるメリット

☆遅くなってしまうときは、夕食と夜で２食に分けて。

参考文献：農林水産省　消費・安全局消費者行政・食育課　食育活動の全国展開委託委託事業

　その原因のひとつに生活リズムの乱れや、日々
のバランスの偏りがあるかもしれません。
　私たちの体は、毎日の繰り返しの中で整ってい
きます。起きる時間や食事、活動、休息のリズムが
整うことで、体調だけでなく気分も安定しやすく
なります。
　すべてをきちんとこなそうと頑張り過ぎなくても大丈夫です。

仕事が忙しくて、夕食
が夜遅くなってしまい
ます・・・

「なんとなく疲れがとれない」「毎日があわただ
しく過ぎていく」そんなふうに感じてませんか？

例えば、夕方、仕事の合間につまめるおにぎりやサンドイッチなどの軽食を食べ、帰宅後
の夕食はおかずだけにしてみる。

遅い時間の食事は、コンビニ食材でも作れる、こんな簡単メニューはいかが？

夕方に軽く食べておくと、帰宅後の食事のあと、血糖値の急上昇を抑えられます。
また、空腹で帰宅した後の夜中の食べ過ぎの予防にも！

カット野菜+豆腐で
簡単さっぱり鍋

ネギと温泉卵を
カップスープにプラス
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氏
　
名

死
亡
年
月
日

性
別

年
齢

地
区
名

下
久
保
久
子	

R
8
・
2
・
3	

女	

86	

中
　
里

坂
本
　
昭
男	

R
8
・
2
・
15	

男	

92	

愛
光
園

西
内
　
廣
義	

R
8
・
2
・
16	

男	

78	

加
領
郷

谷
岡
津
多
恵	

R
8
・
2
・
16	

女	

94	

加
領
郷

林
　
　
利
枝	

R
8
・
2
・
16	

女	

75	

立
　
町

南
　
　
彌
久	

R
8
・
3
・
8	

女	

101	

下
長
田

岡
﨑
　
隆
志	

R
8
・
3
・
9	

男	

54	

加
領
郷

五
藤
　
理
佐	

R
8
・
3
・
14	

女	

52	

立
　
町

細
川
美
代
治	

R
8
・
3
・
16	

男	

88	

大
　
原

♥生まれてくれてありがとう!
　つーちゃんがいてくれて毎日が幸せで
す。
　これからの綴莉の成長が楽しみです!
　大好きだよ♡

村上　綴莉 ちゃん
令和7年7月15日　出生
父：弘晃さん　　母：奈々さん

♥太陽のような笑顔とたくさんの幸せ
が空いっぱいに広がりますように

橋本　空 君
令和7年7月6日　出生
父：裕輝さん　　母：茉奈さん

そら

つづり

つ
ゆ
草
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　新年度が始まり、子どもたちは一つ上のお兄さん・お姉さんになった喜びを感じながら、
新しいクラスでの生活が始まりました。幼稚部では、7日（火）に始業式を行い、新しい 3歳
児クラスの友達を迎え入れ、みんなで自己紹介を行いました。少し恥ずかしそうにしながら
も、元気よく発表する姿が見られ、温かい雰囲気の中で新年度がスタートしました。
　幼稚部・乳児部ともに、最初は緊張した姿も見られましたが、少しずつ笑顔が増え、好きな遊びを見つけ
て楽しむ姿が見られています。幼稚部の園庭遊びでは、色水遊びや砂遊び、虫探しなど自然に触れながら、
友達を誘い合って、元気に遊ぶ姿が見られています。乳児部クラスの子どもたちも、心地よい気候の中で、バ
ギーや三輪車に乗ってのびのびと体を動かしたり草花に触れたりしながら、それぞれのペースで春の自然を
感じて過ごしています。
　今年度も一人ひとりの気持ちに寄り添いながら、安心して過ごせる環境の中で、子どもたちの成長を見
守っていきたいと思います。

　幼稚部の園庭では、こいのぼりを揚げました。子どもたちは、こいのぼ
りを見上げながら元気に歌を歌っていましたが、その日は風が弱く、こ
いのぼりはあまり泳いでいませんでした。保育者が、「もっと大きい声で
歌わないといけないね！」と声をかけ、もう一度元気いっぱいに歌い直
しました。すると、ちょうど風が吹き、こいのぼりは空をふわりと浮か
び、気持ちよさそうに泳ぎ始めました。乳児部の子どもたちも大きなこ
いのぼりを見て、大興奮していました。
　子どもたちの元気な歌声が、空に届いたひとときでした。

新年度が始まりました

こいのぼりを泳がせたい！

高知県の情報ポータルサイト 奈半利町の広報も掲載中！＼ 広報なはりデジタル版 ／

こども園だよりこども園だよりこども園だより
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